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表紙写真

平成30年の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

深
山
の
お
不
動
さ
ま 

（
多
治
見
市
笠
原
町
）

船ちゃんのこぼれ話 第十三話
ふね

「船頭平閘門（木曽川文庫）の住所は？　その１」
　現在の船頭平閘門（木曽川文庫）の住所（正確には所在地）表

記は、「愛西市立田町福原」です。「番地はないの？」「福原では

なく、西船頭平や十六石山と表記もあるけど？」との質問を頂

きましたので、住所について数回に分けて連載します。

　日本の住所表記の大元となっているは、地番です。「地番」と

は、明治時代に、土地一筆（筆＝土地の単位）毎に振られた番

号で、現在でも不動産登記等で使用されているものです。この

地番を利用する形（〇〇町２番地←地番の２番に地をつける）

での「番地」が本籍地表記として登場し、建物の住所表記とし

てもこの形式が使われるようになったからです。

　しかし、地番は、当初は順序良く並んでいたのですが、土地

の売買等により、欠番や枝番が生じ、時代が経つにつれその並

びが複雑になってしまった地域が発生しました。そこで「住居表示に関する法」が施工され、そのような地域には、実際の地番とは関係ない、新しい

番号を振り直した表記が導入されています。

　現在の日本での住所表記の大半は、上表住所①のような伝統的タイプか、住所②のような新タイプのどちらかとなっています。

　これ以外の少数派表記の１つに番外地タイプがあります。「番外地」とは、地番をふる作業の際に、地番を振らない「番外」とされた場所で、道路・

畦敷（あぜ道）・堤塘（堤防）や用悪水路・河川等でした。しかし、この作業が課税制度のためだったからか、官有地ではこれ以外でも地番の振られ

なかった場所があります。

　そのため、本来の番外となる道や河川以外にも、自衛隊施設・駅・山林などに地番の無い場所（無番地または無地番地）が存在しています。（現在、

無番地と番外地はほぼ同じ意味で使われています。）この場合の住所表記は、①無番地表記の「〇〇町官有地無番地」、②含まれる地名を使用した「〇〇

町〇〇地内」、③隣接した地名を使用した「〇〇町〇〇地先」の主に３タイプが使われています。

　次回は、明治の頃まで遡って閘門周辺の地名や地番をみてみたいと思います。

明治改修により大きく姿を変えた船頭平閘門周辺

出典：「地理院タイル（標準地図）」

に加筆  

『虎渓山永保寺の臥竜池』＜提供：一般社団法人 多治見市観光協会事務所＞
　　虎渓山永保寺は、鎌倉時代（1313年）に開創された禅寺で、中国蘆山の虎渓の風景（現在は世界遺産）に似ていたことに由来する
　と言われています。その境内には、臥龍池を中心として作庭された池泉回遊式庭園があり、国の名勝に指定されています。

いっぴつ

あぜしき ていとう

　
む
か
し
、
富
士
の
山
の
奥
に
お
不
動
さ
ま
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
お
不
動
さ
ま
は
、
深
山
の
方
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
滝
の
音
が
心
地

よ
い
の
で
、
い
つ
し
か
滝
の
そ
ば
に
行
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
山
に
柴
刈
り
に
や
っ
て
来
た
宇
助
と
い
う
若
者
に
、「
わ

た
し
を
深
山
の
滝
ま
で
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
い
か
」
と
声
を
か
け

ま
し
た
。
そ
の
声
に
驚
い
た
宇
助
は
、「
自
分
ひ
と
り
で
出
来
る
こ
と

で
は
な
い
の
で
村
の
人
と
相
談
す
る
」
と
言
っ
て
村
に
帰
り
ま
し
た
。

　
村
に
戻
っ
た
宇
助
は
、
庄
屋
さ
ん
に
お

不
動
さ
ま
の
頼
み
事
を
話
し
ま
し
た
。
庄

屋
さ
ん
は
、「
お
不
動
さ
ま
の
望
み
な
ら
、

村
の
み
ん
な
で
叶
え
て
差
し
上
げ
よ
う
」

と
言
っ
て
村
人
た
ち
を
集
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
村
人
総
出
で
お
不
動
さ
ま
を

深
山
の
滝
ま
で
運
び
ま
し
た
。

　
お
不
動
さ
ま
は
、「
長
い
間
の
願
い
が

叶
っ
て
嬉
し
い
。
お
礼
に
湯
の
沢
に
泉
を

湧
か
せ
て
、
そ
の
水
が
病
に
効
く
よ
う
に

し
て
あ
げ
よ
う
。」
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
経
っ
た
頃
、
村
で
疫
病
が
は
や
っ
て
、
医
者
に
診

て
も
ら
っ
て
も
原
因
も
わ
か
ら
ず
、
手
の
施
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
困
っ
た
村
人
が
庄
屋
さ
ん
の
家
に
集
ま
っ
て
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
宇
助
が
、
お
不
動
さ
ま
が
病
に
効
く
泉
を
く
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
泉
の
水
を
汲
ん
で
き
て
、
苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
に
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
み
る
み
る
病
が
治
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
村
で
は
、
は
や
り
病
の
と
き
に
は
泉
の
水
を
飲
ん
で
治

し
、
深
山
の
お
不
動
さ
ま
を
い
っ
そ
う
敬
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
典
：
『
か
さ
は
ら
の
昔
話
』
昭
和
五
十
八
年
　
笠
原
町
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生産量全国一を誇る

多治見市笠原町のモザイクタイル

　
岐
阜
県
東
部
に
位
置
す
る
多
治
見
市
は
、
古
く
か
ら

美
濃
焼
の
産
地
と
し
て
発
展
し
、
昭
和
五
十
年
代
の
丘

陵
部
の
宅
地
開
発
な
ど
に
よ
り
東
濃
地
方
の
中
核
都
市

と
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
南
部
の
笠
原
町
は
旧
土
岐
郡
笠
原
町
で
、
平
成

十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
多
治
見
市
と
合
併
し
た
地
域

で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
美
濃
焼
の
主
要
な
生
産
地
で
、
磁
器

生
産
は
江
戸
時
代
後
期
に
焼
き
出
さ
れ
、
茶
碗
が
特
産

品
と
な
り
ま
し
た
。

■
参
考
文
献

『
笠
原
町
史
　
そ
の
四
　
か
さ
は
ら
の
焼
き
物
』

平
成
三
年
　
笠
原
町

『
日
本
の
タ
イ
ル
工
業
史
』

一
九
九
一
年
　
株
式
会
社I

N
A
X

一
． 

モ
ザ
イ
ル
タ
イ
ル
の
歴
史

　
タ
イ
ル
は
、
一
般
的
に
建
築
物
の
床
や
壁
を
仕
上
げ

る
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
平
板
上
の
粘
土
焼
成
品
で

す
。
耐
久
性
・
耐
火
性
・
耐
摩
耗
性
に
優
れ
、
特
に
洗

面
所
・
風
呂
・
手
洗
場
な
ど
水
気
の
多
い
場
所
に
適
し
、

そ
の
使
用
範
囲
は
極
め
て
広
い
材
料
で
す
。

　
タ
イ
ル
の
歴
史
は
、
紀
元
前
の
エ
ジ
プ
ト
時
代
に
遡

る
と
さ
れ
、
中
国
で
は
磚
と
呼
ば
れ
寺
院
建
築
の
壁
面

や
床
・
通
路
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
も
、

仏
教
の
伝
来
に
よ
っ
て
寺
院
建
築
に
磚
が
使
わ
れ
、「
敷

瓦
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
多
治
見
市
の
永
保
寺
の
国

宝
開
山
堂
は
床
に
敷
瓦
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ル
が
一
般
建
築
に
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
十
七
世
紀
後
半
か
ら

と
い
わ
れ
、
日
本
で
は
明
治
以
後
洋
風
建
築
が
進
む
に

つ
れ
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
は
イ
ギ
リ
ス

か
ら
輸
入
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
タ
イ
ル
の
国
産
化
は
、

明
治
時
代
瀬
戸
に
お
い
て
、
タ
イ
ル
生
産
の
道
を
開
い

た
本
業
瓦
と
呼
ば
れ
る
敷
瓦
の
生
産
が
は
じ
ま
り
、
こ

れ
以
後
各
地
で
タ
イ
ル
生
産
活
動
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
名
古
屋
お
よ
び
淡
路
で
、

わ
が
国
で
初
め
て
粉
末
乾
式
圧
縮
法
に
よ
る
タ
イ
ル
の

製
造
に
成
功
し
ま
し
た
。
東
濃
地
方
に
お
け
る
タ
イ
ル

生
産
は
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
多
治
見
の
長

谷
川
淳
一
が

タ
イ
ル
を
焼

い
た
の
が
最

初
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
明
治
末
期

か
ら
大
正
期

に
か
け
て
、

常
滑
で
モ
ザ

イ
ク
タ
イ
ル

の
生
産
が
始

め
ら
れ
、
や

や
遅
れ
て
瀬

戸
で
も
同
種

多治見市モザイクタイルミュージアム〈提供：多治見市モザイクタイルミュージアム〉

モザイクタイル

〈提供：多治見市モザイクタイルミュージアム〉

製
品
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
、
材

質
や
用
途
に
よ
る
分
類
で
は
な
く
、
表
面
積
が
五
十
㎠

以
下
の
比
較
的
小
さ
い
タ
イ
ル
を
指
し
、
形
状
は
方
形

が
多
い
で
す
が
円
形
や
不
定
形
の
物
も
あ
り
ま
す
。

二
． 

笠
原
町
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル

　
　
生
産
と
山
内
逸
三

　
東
濃
地
方
で
は
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
加
藤

重
保
が
現
在
の
多
治
見
市
京
町
で
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の

製
造
を
始
め
た
の
が
第
一
号
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
藤

は
当
時
多
治
見
の
粘
土
が
常
滑
の
タ
イ
ル
業
者
に
販
売

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
地
元
で
の
製
造
を
思
い

立
っ
た
そ
う
で
す
。

　
笠
原
町
で
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
山
内
逸

三
が
長
い
研
究
開
発
の
末
、
釉
薬
を
施
し
た
テ
ラ
コ
ッ

タ
（
大
型
の
タ
イ
ル
）
の
実
用
化
に
成
功
し
ま
し
た
。

山
内
の
施
釉
の
タ
イ
ル
が
大
林
組
の
注
文
で
大
阪
瓦
斯

㈱
の
ビ
ル
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
山
内
は
昭
和
十
年
頃
、

施
釉
の
磁
器
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
開
発
し
生
産
を
始
め

ま
す
。
施
釉
磁
器
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
、
従
来
の
無
釉

タ
イ
ル
と
比
べ
、
耐
久
性
・
耐
水
性
に
優
れ
、
さ
ら
に

よ
り
鮮
や
か
な
発
色
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の

用
途
が
格
段
に
広
が
り
ま
し
た
。
山
内
が
、
こ
の
技
術

を
地
域
の
発
展
の
た
め
地
元
事
業
者
に
惜
し
み
な
く
教

え
た
こ
と
か
ら
、
笠
原
町
は
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
国
内

最
大
の
産
地
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
山
内
逸
三
は
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
笠

原
町
の
茶
碗
製
造
業
家
に
生
ま
れ
、
大
正
十
二
（
一
九

二
三
）
年
多
治
見
工
業
学
校
を
卒
業
し
て
、
京
都
に
あ
っ

た
国
立
陶
磁
器
試
験
場
に
入
所
し
ま
し
た
。
以
来
、
京

都
に
て
テ
ラ
コ
ッ
タ
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
研
究
開
発

に
携
わ
り
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
笠
原
町
に
帰
り
、

製
陶
業
を
営
み
な
が
ら
研
究
を
続
け
ま
し
た
。
後
年
陶

板
に
よ
る
陶
壁
づ
く
り
も
手
が
け
、
中
央
公
民
館
や
笠

原
神
明
宮
な
ど
に
作
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
製
陶
業
や
陶
芸
活
動
の
ほ
か
に
、
笠
原
陶
磁
器
工

業
協
同
組
合
の
理
事
長
や
町
議
会
議
員
な
ど
の
公
職
を

歴
任
し
、
長
年
の
功
績
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
二
（
一
九

七
七
）
年
黄
綬

褒
章
を
う
け
ま

し
た
。

　
昭
和
の
初
め

は
、
食
器
類
な

ど
の
陶
磁
器
は

不
景
気
で
し
た

が
、
タ
イ
ル
は

用
途
が
広
が
り

ま
し
た
。
し
か

し
、
奢
侈
品
扱

い
と
な
り
高
率

の
物
品
税
が
課

せ

ら

れ

た

た

め
、
国
内
で
は
急
速
な
需
要
増
加
に
は
至
ら
ず
、
戦
時

中
は
軍
需
品
や
代
用
陶
器
の
生
産
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

三
． 

笠
原
町
タ
イ
ル
産
業
の
躍
進

　
戦
争
直
後
の
笠
原
町
の
陶
磁
器
産
業
は
、
戦
時
中
の

企
業
整
理
、
原
材
料
・
燃
料
不
足
で
ほ
と
ん
ど
操
業
停

止
状
態
で
し
た
。
最
大
の
課
題
は
燃
料
不
足
で
、
石
炭

は
入
手
が
難
し
い
の
で
亜
炭
で
補
い
、
焼
成
に
工
夫
を

凝
ら
し
ま
し
た
が
、
輸
出
向
き
の
上
質
品
を
生
産
す
る

こ
と
は
困
難
で
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
復
興
や
進
駐

軍
関
係
の
需
要
に
よ
っ
て
、
陶
磁
器
生
産
は
次
第
に
増

加
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
、
極
め
て
高
率
で

あ
っ
た
物
品
税
が
業
界
の
訴
え
に
よ
り
引
き
下
げ
ら

れ
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
て
一
般
家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
利
用
が
進
み
、
需
要
が
急
速
に
伸
び
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
は
タ
イ
ル
産
業
の
飛
躍
的
な
発
展
期
と

な
り
、
そ
れ
ま
で
食
器
生
産
を
行
っ
て
い
た
業
者
に
も
、

タ
イ
ル
生
産
に
切
り
替
え
る
業
者
が
増
加
し
、
タ
イ
ル

は
出
荷
額
で
食
器
を
上
ま
わ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
、

笠
原
町
陶
磁
器
業
の
出
荷
額
は
大
部
分
が
タ
イ
ル
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
、
笠
原
町

の
陶
磁
器
出
荷
は
大
き
く
増
加
し
、
そ
の
大
半
が
タ
イ

ル
、
と
り
わ
け
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
笠
原
町
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
出
荷
額
は
全
国

比
で
四
十
％
前
後
と
全
国
一
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
。
輸

出
も
好
調
で
、
タ
イ
ル
を
含
む
陶
磁
器
は
、
名
古
屋
港

に
お
け
る
主
要
な
輸
出
品
目
で
し
た
。

四
． 

重
要
減
少
と
モ
ザ
イ
ク

　
　
タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
昭
和
初
期
に
始
ま
り
、
戦
後
に
大
き
く
発
展
し
て
き

た
タ
イ
ル
産
業
で
す
が
、
昭
和
五
十
年
代
か
ら
平
成
初

期
が
国
内
の
外
装
タ
イ
ル
の
需
要
ピ
ー
ク
で
、
以
降
は

生
産
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省

の
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
岐
阜
県
の
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
の
出
荷
額
は
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
の
二
九
，

二
七
九
百
万
円
を
ピ
ー
ク
に
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）

年
に
は
一
三
，
五
九
七
百
万
円
と
半
減
し
て
い
ま
す
。

減
少
の
要
因
と
し
て
は
、
安
価
な
新
興
国
製
品
と
の
競

合
の
ほ
か
、
新
建
材
の
出
現
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
っ
て
タ
イ
ル
を
使
わ
な
い
住
宅
が
多
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
笠
原
町
で
も
需
要
の
低
迷
と
と
も
に
、
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
製
造
事
業
者
が
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
魅
力
を
発
信
し
、

タ
イ
ル
業
界
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
か
ら
、
平
成
二
十

八
（
二
〇
一
六
）
年
六
月
に
「
多
治
見
市
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
今
か
ら
二
十
五
年
ほ
ど
前
、
笠
原
町
商
工
会
の
地
場

産
業
振
興
委
員
会
は
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
タ
イ
ル
の
博
物
館
を
作
ろ
う
と
考

え
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
の
た
め
に
タ
イ
ル
製
品
や

資
料
の
収
集
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
中
心
と
な
っ
た
の

は
、
タ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
に
原
料
を
供
給
す
る
会
社
を
経

営
し
て
い
た
各
務
寛
治
氏
で
、
今
は
退
任
さ
れ
ま
し
た

が
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
初
代
館
長
で
も

あ
り
ま
し
た
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
各
社
の
見
本
台

紙
を
集
め
た
り
、
タ
イ
ル
張
り
の
製
品
を
集
め
た
り
す

る
中
で
、
当
時
建
築
史
家
と
し
て
建
築
素
材
で
あ
る
タ

イ
ル
に
関
す
る
文
章
を
著
し
て
い
た
藤
森
照
信
氏
に
も

協
力
を
求
め
、
東
京
大
学
の
校
舎
や
丸
ビ
ル
、
銭
湯
な

ど
、
県
外
の
著
名
な
建
築
物
の
タ
イ
ル
も
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
地
道
に
収
集
し
た
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
一
万

点
を
超
え
た
そ
う
で
す
。

　
博
物
館
の
実
現
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
多
治
見
市
と

笠
原
町
が
合
併
し
た
こ
と
を
機
に
、
笠
原
町
の
求
め
に

応
じ
、
多
治
見
市
の
事
業
と
し
て
具
体
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
博
物
館
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
各
務
氏

か
ら
の
念
願
も
あ
っ
て
、
藤
森
氏
が
デ
ザ
イ
ン
を
引
き

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建

物
は
、
タ
イ
ル
の
原
料

で
あ
る
粘
土
の
採
土
場

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
独

創
的
な
外
観
が
特
徴
的

で
す
。
館
内
は
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
モ
ザ

イ
ク
タ
イ
ル
や
、
歴
史
・

製
造
工
程
な
ど
の
テ
ー

マ
で
展
示
さ
れ
、
タ
イ

ル
の
様
々
な
可
能
性
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た

鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
使
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
物
を
作
る
体
験
工
房
も
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
魅
力
を
産
業
振
興
に

つ
な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

宅
に
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て
み
た
い
と
い
う
人
を
対
象

に
、
常
駐
す
る
タ
イ
ル
の
専
門
家
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
と
住
宅
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
建
築
家
な
ど
が
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
て
、
新
商

品
の
開
発
や
販
路
拡
大
に
繋
げ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
笠
原
町
内
で
は
、
主
婦
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、

殺
風
景
な
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
で

装
飾
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
モ
ザ
イ
ク

タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
前
の
通
り
で
は
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
を
使
っ
た
雑
貨
店
、
隣
接
す
る
公
民
館
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
で
は
モ

ザ
イ
ク
タ
イ
ル

で
店
内
を
装
飾

し
た
カ
フ
ェ
が

営
業
し
て
い
ま

す
。

　
昭
和
初
期
か

ら
タ
イ
ル
の
町

と
呼
ば
れ
た
笠

原
町
に
は
、
今

も
タ
イ
ル
へ
の

愛
着
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。

せ
ん

ゆ
う
や
く

せ 

ゆ
う

む 

ゆ
う

お
う
じ
ゅ

ほ
う
し
ょ
う

山内逸三氏による笠原町の神明神社のタイル壁画

〈提供：多治見市モザイクタイルミュージアム〉

モザイクタイルミュージアム４階の展示室
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生産量全国一を誇る

多治見市笠原町のモザイクタイル

　
岐
阜
県
東
部
に
位
置
す
る
多
治
見
市
は
、
古
く
か
ら

美
濃
焼
の
産
地
と
し
て
発
展
し
、
昭
和
五
十
年
代
の
丘

陵
部
の
宅
地
開
発
な
ど
に
よ
り
東
濃
地
方
の
中
核
都
市

と
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
南
部
の
笠
原
町
は
旧
土
岐
郡
笠
原
町
で
、
平
成

十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
多
治
見
市
と
合
併
し
た
地
域

で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
美
濃
焼
の
主
要
な
生
産
地
で
、
磁
器

生
産
は
江
戸
時
代
後
期
に
焼
き
出
さ
れ
、
茶
碗
が
特
産

品
と
な
り
ま
し
た
。

■
参
考
文
献

『
笠
原
町
史
　
そ
の
四
　
か
さ
は
ら
の
焼
き
物
』

平
成
三
年
　
笠
原
町

『
日
本
の
タ
イ
ル
工
業
史
』

一
九
九
一
年
　
株
式
会
社I

N
A
X

一
． 

モ
ザ
イ
ル
タ
イ
ル
の
歴
史

　
タ
イ
ル
は
、
一
般
的
に
建
築
物
の
床
や
壁
を
仕
上
げ

る
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
平
板
上
の
粘
土
焼
成
品
で

す
。
耐
久
性
・
耐
火
性
・
耐
摩
耗
性
に
優
れ
、
特
に
洗

面
所
・
風
呂
・
手
洗
場
な
ど
水
気
の
多
い
場
所
に
適
し
、

そ
の
使
用
範
囲
は
極
め
て
広
い
材
料
で
す
。

　
タ
イ
ル
の
歴
史
は
、
紀
元
前
の
エ
ジ
プ
ト
時
代
に
遡

る
と
さ
れ
、
中
国
で
は
磚
と
呼
ば
れ
寺
院
建
築
の
壁
面

や
床
・
通
路
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
も
、

仏
教
の
伝
来
に
よ
っ
て
寺
院
建
築
に
磚
が
使
わ
れ
、「
敷

瓦
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
多
治
見
市
の
永
保
寺
の
国

宝
開
山
堂
は
床
に
敷
瓦
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ル
が
一
般
建
築
に
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
十
七
世
紀
後
半
か
ら

と
い
わ
れ
、
日
本
で
は
明
治
以
後
洋
風
建
築
が
進
む
に

つ
れ
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
は
イ
ギ
リ
ス

か
ら
輸
入
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
タ
イ
ル
の
国
産
化
は
、

明
治
時
代
瀬
戸
に
お
い
て
、
タ
イ
ル
生
産
の
道
を
開
い

た
本
業
瓦
と
呼
ば
れ
る
敷
瓦
の
生
産
が
は
じ
ま
り
、
こ

れ
以
後
各
地
で
タ
イ
ル
生
産
活
動
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
名
古
屋
お
よ
び
淡
路
で
、

わ
が
国
で
初
め
て
粉
末
乾
式
圧
縮
法
に
よ
る
タ
イ
ル
の

製
造
に
成
功
し
ま
し
た
。
東
濃
地
方
に
お
け
る
タ
イ
ル

生
産
は
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
多
治
見
の
長

谷
川
淳
一
が

タ
イ
ル
を
焼

い
た
の
が
最

初
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
明
治
末
期

か
ら
大
正
期

に
か
け
て
、

常
滑
で
モ
ザ

イ
ク
タ
イ
ル

の
生
産
が
始

め
ら
れ
、
や

や
遅
れ
て
瀬

戸
で
も
同
種

多治見市モザイクタイルミュージアム〈提供：多治見市モザイクタイルミュージアム〉

モザイクタイル

〈提供：多治見市モザイクタイルミュージアム〉

製
品
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
、
材

質
や
用
途
に
よ
る
分
類
で
は
な
く
、
表
面
積
が
五
十
㎠

以
下
の
比
較
的
小
さ
い
タ
イ
ル
を
指
し
、
形
状
は
方
形

が
多
い
で
す
が
円
形
や
不
定
形
の
物
も
あ
り
ま
す
。

二
． 

笠
原
町
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル

　
　
生
産
と
山
内
逸
三

　
東
濃
地
方
で
は
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
加
藤

重
保
が
現
在
の
多
治
見
市
京
町
で
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の

製
造
を
始
め
た
の
が
第
一
号
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
藤

は
当
時
多
治
見
の
粘
土
が
常
滑
の
タ
イ
ル
業
者
に
販
売

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
地
元
で
の
製
造
を
思
い

立
っ
た
そ
う
で
す
。

　
笠
原
町
で
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
山
内
逸

三
が
長
い
研
究
開
発
の
末
、
釉
薬
を
施
し
た
テ
ラ
コ
ッ

タ
（
大
型
の
タ
イ
ル
）
の
実
用
化
に
成
功
し
ま
し
た
。

山
内
の
施
釉
の
タ
イ
ル
が
大
林
組
の
注
文
で
大
阪
瓦
斯

㈱
の
ビ
ル
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
山
内
は
昭
和
十
年
頃
、

施
釉
の
磁
器
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
開
発
し
生
産
を
始
め

ま
す
。
施
釉
磁
器
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
、
従
来
の
無
釉

タ
イ
ル
と
比
べ
、
耐
久
性
・
耐
水
性
に
優
れ
、
さ
ら
に

よ
り
鮮
や
か
な
発
色
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の

用
途
が
格
段
に
広
が
り
ま
し
た
。
山
内
が
、
こ
の
技
術

を
地
域
の
発
展
の
た
め
地
元
事
業
者
に
惜
し
み
な
く
教

え
た
こ
と
か
ら
、
笠
原
町
は
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
国
内

最
大
の
産
地
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
山
内
逸
三
は
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
笠

原
町
の
茶
碗
製
造
業
家
に
生
ま
れ
、
大
正
十
二
（
一
九

二
三
）
年
多
治
見
工
業
学
校
を
卒
業
し
て
、
京
都
に
あ
っ

た
国
立
陶
磁
器
試
験
場
に
入
所
し
ま
し
た
。
以
来
、
京

都
に
て
テ
ラ
コ
ッ
タ
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
研
究
開
発

に
携
わ
り
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
笠
原
町
に
帰
り
、

製
陶
業
を
営
み
な
が
ら
研
究
を
続
け
ま
し
た
。
後
年
陶

板
に
よ
る
陶
壁
づ
く
り
も
手
が
け
、
中
央
公
民
館
や
笠

原
神
明
宮
な
ど
に
作
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
製
陶
業
や
陶
芸
活
動
の
ほ
か
に
、
笠
原
陶
磁
器
工

業
協
同
組
合
の
理
事
長
や
町
議
会
議
員
な
ど
の
公
職
を

歴
任
し
、
長
年
の
功
績
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
二
（
一
九

七
七
）
年
黄
綬

褒
章
を
う
け
ま

し
た
。

　
昭
和
の
初
め

は
、
食
器
類
な

ど
の
陶
磁
器
は

不
景
気
で
し
た

が
、
タ
イ
ル
は

用
途
が
広
が
り

ま
し
た
。
し
か

し
、
奢
侈
品
扱

い
と
な
り
高
率

の
物
品
税
が
課

せ

ら

れ

た

た

め
、
国
内
で
は
急
速
な
需
要
増
加
に
は
至
ら
ず
、
戦
時

中
は
軍
需
品
や
代
用
陶
器
の
生
産
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

三
． 

笠
原
町
タ
イ
ル
産
業
の
躍
進

　
戦
争
直
後
の
笠
原
町
の
陶
磁
器
産
業
は
、
戦
時
中
の

企
業
整
理
、
原
材
料
・
燃
料
不
足
で
ほ
と
ん
ど
操
業
停

止
状
態
で
し
た
。
最
大
の
課
題
は
燃
料
不
足
で
、
石
炭

は
入
手
が
難
し
い
の
で
亜
炭
で
補
い
、
焼
成
に
工
夫
を

凝
ら
し
ま
し
た
が
、
輸
出
向
き
の
上
質
品
を
生
産
す
る

こ
と
は
困
難
で
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
復
興
や
進
駐

軍
関
係
の
需
要
に
よ
っ
て
、
陶
磁
器
生
産
は
次
第
に
増

加
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
、
極
め
て
高
率
で

あ
っ
た
物
品
税
が
業
界
の
訴
え
に
よ
り
引
き
下
げ
ら

れ
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
て
一
般
家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
利
用
が
進
み
、
需
要
が
急
速
に
伸
び
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
は
タ
イ
ル
産
業
の
飛
躍
的
な
発
展
期
と

な
り
、
そ
れ
ま
で
食
器
生
産
を
行
っ
て
い
た
業
者
に
も
、

タ
イ
ル
生
産
に
切
り
替
え
る
業
者
が
増
加
し
、
タ
イ
ル

は
出
荷
額
で
食
器
を
上
ま
わ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
、

笠
原
町
陶
磁
器
業
の
出
荷
額
は
大
部
分
が
タ
イ
ル
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
、
笠
原
町

の
陶
磁
器
出
荷
は
大
き
く
増
加
し
、
そ
の
大
半
が
タ
イ

ル
、
と
り
わ
け
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
笠
原
町
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
出
荷
額
は
全
国

比
で
四
十
％
前
後
と
全
国
一
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
。
輸

出
も
好
調
で
、
タ
イ
ル
を
含
む
陶
磁
器
は
、
名
古
屋
港

に
お
け
る
主
要
な
輸
出
品
目
で
し
た
。

四
． 

重
要
減
少
と
モ
ザ
イ
ク

　
　
タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
昭
和
初
期
に
始
ま
り
、
戦
後
に
大
き
く
発
展
し
て
き

た
タ
イ
ル
産
業
で
す
が
、
昭
和
五
十
年
代
か
ら
平
成
初

期
が
国
内
の
外
装
タ
イ
ル
の
需
要
ピ
ー
ク
で
、
以
降
は

生
産
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省

の
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
岐
阜
県
の
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
の
出
荷
額
は
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
の
二
九
，

二
七
九
百
万
円
を
ピ
ー
ク
に
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）

年
に
は
一
三
，
五
九
七
百
万
円
と
半
減
し
て
い
ま
す
。

減
少
の
要
因
と
し
て
は
、
安
価
な
新
興
国
製
品
と
の
競

合
の
ほ
か
、
新
建
材
の
出
現
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
っ
て
タ
イ
ル
を
使
わ
な
い
住
宅
が
多
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
笠
原
町
で
も
需
要
の
低
迷
と
と
も
に
、
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
製
造
事
業
者
が
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
魅
力
を
発
信
し
、

タ
イ
ル
業
界
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
か
ら
、
平
成
二
十

八
（
二
〇
一
六
）
年
六
月
に
「
多
治
見
市
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
今
か
ら
二
十
五
年
ほ
ど
前
、
笠
原
町
商
工
会
の
地
場

産
業
振
興
委
員
会
は
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
タ
イ
ル
の
博
物
館
を
作
ろ
う
と
考

え
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
の
た
め
に
タ
イ
ル
製
品
や

資
料
の
収
集
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
中
心
と
な
っ
た
の

は
、
タ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
に
原
料
を
供
給
す
る
会
社
を
経

営
し
て
い
た
各
務
寛
治
氏
で
、
今
は
退
任
さ
れ
ま
し
た

が
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
初
代
館
長
で
も

あ
り
ま
し
た
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
各
社
の
見
本
台

紙
を
集
め
た
り
、
タ
イ
ル
張
り
の
製
品
を
集
め
た
り
す

る
中
で
、
当
時
建
築
史
家
と
し
て
建
築
素
材
で
あ
る
タ

イ
ル
に
関
す
る
文
章
を
著
し
て
い
た
藤
森
照
信
氏
に
も

協
力
を
求
め
、
東
京
大
学
の
校
舎
や
丸
ビ
ル
、
銭
湯
な

ど
、
県
外
の
著
名
な
建
築
物
の
タ
イ
ル
も
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
地
道
に
収
集
し
た
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
一
万

点
を
超
え
た
そ
う
で
す
。

　
博
物
館
の
実
現
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
多
治
見
市
と

笠
原
町
が
合
併
し
た
こ
と
を
機
に
、
笠
原
町
の
求
め
に

応
じ
、
多
治
見
市
の
事
業
と
し
て
具
体
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
博
物
館
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
各
務
氏

か
ら
の
念
願
も
あ
っ
て
、
藤
森
氏
が
デ
ザ
イ
ン
を
引
き

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建

物
は
、
タ
イ
ル
の
原
料

で
あ
る
粘
土
の
採
土
場

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
独

創
的
な
外
観
が
特
徴
的

で
す
。
館
内
は
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
モ
ザ

イ
ク
タ
イ
ル
や
、
歴
史
・

製
造
工
程
な
ど
の
テ
ー

マ
で
展
示
さ
れ
、
タ
イ

ル
の
様
々
な
可
能
性
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た

鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
使
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
物
を
作
る
体
験
工
房
も
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
魅
力
を
産
業
振
興
に

つ
な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

宅
に
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て
み
た
い
と
い
う
人
を
対
象

に
、
常
駐
す
る
タ
イ
ル
の
専
門
家
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
と
住
宅
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
建
築
家
な
ど
が
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
て
、
新
商

品
の
開
発
や
販
路
拡
大
に
繋
げ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
笠
原
町
内
で
は
、
主
婦
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、

殺
風
景
な
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
で

装
飾
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
モ
ザ
イ
ク

タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
前
の
通
り
で
は
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
を
使
っ
た
雑
貨
店
、
隣
接
す
る
公
民
館
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
で
は
モ

ザ
イ
ク
タ
イ
ル

で
店
内
を
装
飾

し
た
カ
フ
ェ
が

営
業
し
て
い
ま

す
。

　
昭
和
初
期
か

ら
タ
イ
ル
の
町

と
呼
ば
れ
た
笠

原
町
に
は
、
今

も
タ
イ
ル
へ
の

愛
着
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。

せ
ん

ゆ
う
や
く

せ 

ゆ
う

む 

ゆ
う

お
う
じ
ゅ

ほ
う
し
ょ
う
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岐
阜
県
多
治
見
市
は
、
県
下
で
岐
阜
市
・
大
垣
市
・

各
務
原
市
に
つ
い
で
四
番
目
に
人
口
が
多
い
市
で
、
人

口
の
多
く
が
東
か
ら
南
西
に
流
れ
る
土
岐
川
の
流
域
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
木
曽
川
水
系
で
は
、
市
の
北
西

部
を
流
れ
て
可
児
市
域
で
可
児
川
支
流
・
久
々
利
川

に
流
入
し
て
い
る
姫
川
の
流
域
に
集
落
が
発
達
し
て

き
ま
し
た
。

　
木
曽
川
水
系
と
土
岐
川
水
系
の
分
水
嶺
が
国
道
二
四

八
号
の
牧
峠
に
あ
り
ま
す
。
姫
川
流
域
の
集
落
は
、
古

代
よ
り
姫
の
郷
と
呼
ば
れ
、
近
世
で
は
姫
四
ヶ
村
、
明

治
以
降
は
姫
治
村
と
呼
ば
れ
た
地
域
で
す
。

多治見市南姫地区の
暮らしに根付く木曽川水系姫川
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史
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縄
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時
代
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跡
に
は
、
姫
町
六

丁
目
遺
跡
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丁
目
遺
跡
・
大
薮
町
西
屋
敷
遺
跡

な
ど
が
発
掘
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れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
美
濃

可
児
郡
略
史
』
に
は
、「
神
代
の
昔
、
大
国
主
命
が
豊
葦

原
の
中
津
国
（
日
本
の
古
名
）
を
統
治
さ
れ
て
い
た
時
、

天
稚
彦
は
下
照
姫
を
妻
と
し
、
美
濃
国
武
儀
郡
大
矢
田

郷
に
居
し
て
い
た
。
天
稚
彦
の
妹
（
一
説
に
は
娘
）
妃

売
命
は
、
東
濃
の
下
切
に
住
し
、
ゆ
え
に
こ
の
地
を
姫

の
郷
そ
れ
ま
た
姫
の
領
と
言
う
。
よ
っ
て
下
切
に
妃
売

の
霊
社
（
八
幡
神
社
）
と
古
墳
存
せ
り
」、
と
あ
り
ま
す
。

　
姫
川
流
域
は
さ
ほ
ど
広
く
な
い
地
域
で
す
が
、
多
く

の
古
墳
が
あ
り
、
可
児
古
墳
群
の
大
藪
支
群
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
藪
支
群
は
、
北
丘
古
墳
群
四
基
、
諸

家
古
墳
群
三
基
、
円
田
古
墳
群
か
ら
な
り
、
神
話
の
存

在
と
あ
わ
せ
て
こ
の
地
域
に
古
く
か
ら
集
落
が
発
達
し

て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
古
代
集
落
の
遺
跡
と
し
て

は
、
諸
家
古
墳
に
関
係
あ
る
集
落
跡
が
南
姫
小
学
校
の

東
麓
で
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
須
恵
器
・
土
師
器
・
白
瓷

な
ど
の
出
土
品
が
奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
遺

物
で
、
こ
の
集
落
が
長
期
間
存
在
し
た
証
で
す
。
多
治

見
市
域
の
古
代
窯
業
は
八
世
紀
初
め
、
姫
の
大
針
台
一

号
窯
で
須
恵
器
を
焼
い
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
世
ま
で
姫
の
郷
と
呼
ば
れ
て
き
た
当
地
域
は
、
慶

長
郷
帳
で
は
姫
村
と
な
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
下

切
村
・
今
村
・
大
藪
村
・
大
針
村
を
も
っ
て
姫
四
ヶ
村

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
に
、

関
ヶ
原
の
戦
い
に
戦
功
の
あ
っ
た
岡
田
将
監
善
同
は
美

濃
に
姫
村
ほ
か
五
，
〇
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
、
下
切
村

に
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
。
善
同
は
、
美
濃
国
奉
行
大
久

保
長
安
配
下
で
筆
頭
代
官
を
務
め
、
元
和
二
（
一
六
一

六
）
年
に
は
美
濃
国
奉
行
と
な
り
、
農
民
政
策
や
治
水

事
業
に
注
力
し
ま
し
た
。

　
近
世
の
治
水
制
度
は
、
公
儀
普
請
（
幕
府
が
行
う
工

事
）、
御
手
伝
普
請
（
幕
府
の
命
令
を
受
け
た
大
名
が
他

国
の
工
事
を
行
う
）
、
国
役
普
請
（
大
名
が
費
用
・
労
役

を
負
担
す
る
工

事
）、
自

普

請

（
農
民
な
ど
が

自
ら
費
用
・
労

役
を
負
担
す
る

工
事
）
の
四
形

態
で
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か

し
、

美
濃
国
は
幕
府

領
・
旗
本
領
な

ど
が
混
在
し
て

い
た
の
で
、
独
自
の
規
定
を
も
っ
た
国
役
普
請
制
度

「
濃
州
国
法
」
が
成
立
し
、
近
世
を
通
じ
て
運
用
・
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
の
が
善

同
で
、
濃
州
国
法
は
将
監
国
法
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

　
明
治
二
十
一
（
一
八
八
九
）
年
、
市
町
村
制
が
敷
か

れ
、
翌
年
六
ヶ
村
（
姫
四
ヶ
村
と
北
小
木
村
・
谷
迫
間

村
）
が
合
併
し
て
可
児
郡
姫
治
村
と
な
り
ま
し
た
。
昭

和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
、
町
村
合
併
促
進
法
が
施

行
さ
れ
、
姫
治
村
も
法
律
の
定
め
る
合
併
の
対
象
と
な

り
、
周
辺
と
の
合
併
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

可
児
郡
西
部
で
可
児
町
を
創
設
す
る
方
向
で
進
ん
で
い

ま
し
た
が
、
大
藪
・
大
針
地
区
で
多
治
見
市
と
の
合
併

を
要
望
す
る
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
行
政
的
に
は
可
児

郡
と
し
て
中
部
中
学
を
運
用
す
る
な
ど
し
て
き
た
一
方

で
、
経
済
的
に
は
多
治
見
市
と
の
関
係
が
深
い
村
民
も

多
か
っ
た
の
で
、
結
論
が
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
対
立
が

つ
づ
き
ま
し
た
。
混
迷
す
る
合
併
問
題
は
、
昭
和
三
十

四
（
一
九
五
九
）
年
に
自
治
庁
の
指
導
を
受
け
、
間
も

な
く
県
か
ら
最
終
的
な
裁
定
が
下
さ
れ
、
北
小
木
村
、

大
針
村
、
大
薮
村
お
よ
び
下
切
村
の
一
部
は
多
治
見
市

に
、
今
村
、
谷
迫
間
村
お
よ
び
下
切
村
の
大
部
分
は
可

児
郡
可
児
町
（
現
可
児
市
）
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
合

併
後
、
多
治
見
市
と
な
っ
た
地
域
は
南
姫
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

二
． 

姫
地
域
の
災
害
と
水
環
境

　
姫
の
村
々
で
は
、
姫
川
と
そ
の
支
流
か
ら
用
水
を
ひ

い
て
水
田
を
営
ん
で
き
ま
し
た
が
、
水
系
の
流
域
面
積

が
小
さ
い
の
で
、
河
川
は
水
量
に
乏
し
く
水
不
足
に
苦

し
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
古
く
か
ら
水
不
足
を

補
う
た
め
に
溜
池
が
築
造
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
村
差
出

帳
に
は
、
大
藪
村
（
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
）
用
水

大
針
川
・
谷
川
よ
り
引
取
、
井
堰
三
十
五
ヶ
所
、
溜
池

六
ヶ
所
、
大
針
村
（
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
）
用
水

根
本
川
・
谷
川
よ
り
引
取
、
井
堰
三
十
五
ヶ
所
・
溜
池

一
ヶ
所
、
下
切
村
（
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
）
用
水
圦

十
一
ヶ
所
、
井
堰
十
三
ヶ
所
、
溜
池
十
ヶ
所
、
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
藪
の
迫
間
溜
池
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～

一
六
四
四
）
に
岡
田
善
同
支
配
の
時
に
造
ら
れ
、
こ
の

池
に
よ
っ
て
七
十
八
石
余
の
水
田
の
水
を
ま
か
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
・
延
宝

四
（
一
六
七
六
）
年
・
貞
享
（
一
六
八
八
）
年
・
元
禄
十

三
（
一
七
〇
〇
）
年
・
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
に
池
浚

い
、
圦
樋
・
伏
樋
の
修
復
が
行
わ
れ
、
延
享
三
（
一
七

四
六
）
年
に
幕
府
の
巡
検
使
が
廻
村
し
た
際
に
は
溜
池

は
田
地
を
養
う
た
め
で
あ
る
と
し
、
百
姓
自
普
請
を
命

ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
材
料
の
松
木
・
鉄
物
な
ど
や
池
浚
い

人
足
扶
持
は
笠
松
役
所
よ
り
下
げ
渡
さ
れ
、
樋
の
伏
せ

替
え
は
百
姓
持
ち
が
し
き
た
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
深
山
溜
池
も
迫
間
溜
池
と
同
時
期
の
築
造
と
思
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
水
量
は
多
く
二
五
〇
石
の
田
地
を
潤
し

た
と
さ
れ
ま
す
。
上
流
か
ら
土
砂
が
流
入
す
る
の
で
、

池
浚
い
や
圦
樋
・
伏
樋
の
伏
せ
替
え
が
し
ば
し
ば
行
わ

れ
た
こ
と
も
同
様
で
し
た
。

　
大
針
の
東
大
洞
溜
池
は
、
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
・

宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
・
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
に

普
請
用
材
な
ど
が
下
げ
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
享

保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
に
は
内
浚
、
埋
樋
伏
替
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
記
録
か
ら
、
堤
や
圦
の
修

繕
・
底
に
た
ま
っ
た
泥
の
浚
渫
な
ど
溜
池
の
維
持
・
管

理
に
は
大
変
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い
た
実
態
が
伺
わ
れ

ま
す
。

　
明
治
以
降
も
溜
池
は
築
造
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
二
十

五
（
一
九
五
〇
）
年
に
は
大
藪
地
区
で
可
児
川
防
災
た

め
池
施
設
事
業
の
一
部
と
し
て
大
藪
防
災
た
め
池
の
建

造
が
着
工
、
同
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
竣
工
し
て

い
ま
す
。
竣
工
前
に
は
、
受
益
地
と
な
り
大
藪
・
下
切

の
人
た
ち
は
、
溜
池
の
仕
上
げ
に
一
戸
五
枚
の
芝
張
り

を
し
た
そ
う
で
す
。
池
の
規
模
は
、
土
堰
堤
の
長
一
六

九
ｍ
・
高
十
五
ｍ
・
満
水
面
積
三
，
〇
〇
〇
町
歩
、
貯
水

量
は
市
域
最
大
の
八
万
㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。
豪
雨
の

際
に
急
激
に
流
出
す
る
水

を
一
時
的
に
貯
め
、
後
に

放
流
し
て
水
害
を
防
ぐ
機

能
と
、
田
植
え
時
期
の
用

水
補
給
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
長
い
年
月
を

か
け
て
築
造
さ
れ
て
き
た

溜
池
で
す
が
、
現
在
は
都

市
化
の
進
行
に
と
も
な
い
、

多
く
が
埋
め
立
て
ら
れ
当

時
の
姿
を
留
め
る
も
の
は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
頻
発
す
る
水
害
や
溜
池

の
堆
砂
の
要
因
は
、
山
林

の
荒
廃
が
関
わ
っ

て

い

ま

し

た
。

『
多
治
見
市
史
在

地

史

料

編
』
に
、

大
藪
村
「
当
村
山

の
儀
、
下
切
村
と

入
合
に
て
御
座
候

故
、
山
は
土
ば
か

り
に
て
御
座
候

故
、
肥
し
芝
草
等

も
御
座
無
く
候
、

殊
に
赤
石
砂
大
分

御
田
地
へ
押
し
込
み
申
し
候
」、
下
切
村
「
三
拾
年
以
前

ま
で
草
肥
え
・
馬
屋
く
ま
し
等
の
類
に
て
作
仕
り
来
り

候
処
に
、
山
あ
せ
草
木
透
と
御
座
無
く
」
と
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
林
の
荒
廃
は
江
戸
時
代
半
ば
か
ら
深
刻

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
　

三
． 

姫
川
環
境
整
備
計
画
と

　
　
環
境
学
習

　
太
多
線
と
並
行
し
て
流
れ
る
姫
川
は
、
現
在
で
は

護
岸
整
備
が
進
み
、
治
水
安
全
度
の
高
い
河
川
と
な
っ

て
い
ま
す
。
護
岸
堤
防
の
法
面
は
、
草
刈
り
が
ゆ
き

と
ど
き
、
水
仙
が
植
栽
さ
れ
早
春
に
は
行
き
交
う
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
整

備
は
、「
姫
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
計
画
（
姫
川
水
仙
ロ
ー

ド
）
」
事
業
で
実
施
さ
れ
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
事
業
は
、
多
治
見
市
第
三
十
区
の
住
民
が
中
心
と
な

り
、
県
・
市
・
各
種
団
体
の
支
援
を
受
け
て
、
活
動
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
姫
川
河
川
お
よ
び
両
岸
堤

防
法
面
の
草
刈
り
と
清
掃
を
行
い
、
堤
防
法
面
に
水
仙

を
植
栽
し
、
町
内
会
別
に
法
面
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
水
仙
の
植
栽
は
、
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
か

ら
三
カ
年
計
画
で
開
始
さ
れ
、
十
七
年
度
は
姫
橋
～
夏

焼
橋
間
両
岸
一
，
六
一
五
ｍ
、
十
八
年
度
は
夏
焼
橋
～

大
井
由
間
お
よ
び
姫
橋
～
起
川
合
流
点
間
の
両
岸

一
，
六
八
四
ｍ
、
十
九
年
度
は
全
域
に
わ
た
っ
て
球
根

の
少
な
い
と
こ
ろ

の
補
植
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
も
活
動

は
継
続
し
て
毎
年

行
わ
れ
、
令
和
三

年
度
も
六
月
二
十

日
と
十
月
三
日
に

姫
川
両
岸
で
草
刈

り
・
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
姫
川
で
は
、「
ふ
る
さ
と
大
発
見
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
多
治
見
土
木
事
務
所
河
川
砂
防
課
と
土
岐

川
観
察
館
の
指
導
に
よ
り
、
南
姫
小
学
校
の
三
・
四
年

生
が
毎
年
２
回
に
わ
た
り
、
環
境
学
習
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
姫
川
は
三
面
張
り
の
川
で
あ
り
な
が
ら
、
絶
滅
危
惧

種
か
ら
外
来
種
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
に
出
会
え
る

川
で
、
時
期
の
違

い
で
生
き
物
の
大

き
さ
や
捕
れ
る
生

き
物
の
違
い
や
、

カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
に
よ
り
姫

川
の
水
質
を
学
ん

で
い
ま
す
。

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

と
よ
あ
し

は
ら

あ
め
わ
か
ひ
こ

し
た
て
る
ひ
め

ひ
め

の
み
こ
と

す
　
え
　
き

け
い
ち
ょ
う

お
か
　
だ
　し
ょ
う

げ
ん
よ
し
あ
つ

げ
ん

な は
　
じ
　
き

は
く
　
じ

ぶ
ん

か

か
ん
え
い

ほ
う
え
い

ほ
う
れ
き

ほ
う

う
ず
み
　

ひ
　ふ
せ
か
え

め
い

わ

い
り

き
ょ
う

か
ん
ぶ
ん

げ
ん
ろ
く

げ
ん
ぶ
ん

え
ん
き
ょ
う

じ
ょ
う
き
ょ
う

え
ん
ぽ
う

多治見市内における姫川最下流部

岡田将監善同屋敷跡

姫川リバーサイド計画による草刈り・清掃

活動 <提供：多治見市第 30区事務所>

現在の大藪溜池

南姫小学校三年生の環境学習

<提供：土岐川観察館 >

南姫地区の溜池〈出典：多治見市史　下巻〉

地域の治水・利水地域の治水・利水
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岐
阜
県
多
治
見
市
は
、
県
下
で
岐
阜
市
・
大
垣
市
・

各
務
原
市
に
つ
い
で
四
番
目
に
人
口
が
多
い
市
で
、
人

口
の
多
く
が
東
か
ら
南
西
に
流
れ
る
土
岐
川
の
流
域
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
木
曽
川
水
系
で
は
、
市
の
北
西

部
を
流
れ
て
可
児
市
域
で
可
児
川
支
流
・
久
々
利
川

に
流
入
し
て
い
る
姫
川
の
流
域
に
集
落
が
発
達
し
て

き
ま
し
た
。

　
木
曽
川
水
系
と
土
岐
川
水
系
の
分
水
嶺
が
国
道
二
四

八
号
の
牧
峠
に
あ
り
ま
す
。
姫
川
流
域
の
集
落
は
、
古

代
よ
り
姫
の
郷
と
呼
ば
れ
、
近
世
で
は
姫
四
ヶ
村
、
明

治
以
降
は
姫
治
村
と
呼
ば
れ
た
地
域
で
す
。

多治見市南姫地区の
暮らしに根付く木曽川水系姫川
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。
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古
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墳
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基
、
円
田
古
墳
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古
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落
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落
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落
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瓷
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落
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古
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台
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恵
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い
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ま
す
。

　
中
世
ま
で
姫
の
郷
と
呼
ば
れ
て
き
た
当
地
域
は
、
慶

長
郷
帳
で
は
姫
村
と
な
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
下

切
村
・
今
村
・
大
藪
村
・
大
針
村
を
も
っ
て
姫
四
ヶ
村

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
に
、

関
ヶ
原
の
戦
い
に
戦
功
の
あ
っ
た
岡
田
将
監
善
同
は
美

濃
に
姫
村
ほ
か
五
，
〇
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
、
下
切
村

に
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
。
善
同
は
、
美
濃
国
奉
行
大
久

保
長
安
配
下
で
筆
頭
代
官
を
務
め
、
元
和
二
（
一
六
一

六
）
年
に
は
美
濃
国
奉
行
と
な
り
、
農
民
政
策
や
治
水

事
業
に
注
力
し
ま
し
た
。

　
近
世
の
治
水
制
度
は
、
公
儀
普
請
（
幕
府
が
行
う
工

事
）、
御
手
伝
普
請
（
幕
府
の
命
令
を
受
け
た
大
名
が
他

国
の
工
事
を
行
う
）
、
国
役
普
請
（
大
名
が
費
用
・
労
役

を
負
担
す
る
工

事
）、
自

普

請

（
農
民
な
ど
が

自
ら
費
用
・
労

役
を
負
担
す
る

工
事
）
の
四
形

態
で
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か

し
、

美
濃
国
は
幕
府

領
・
旗
本
領
な

ど
が
混
在
し
て

い
た
の
で
、
独
自
の
規
定
を
も
っ
た
国
役
普
請
制
度

「
濃
州
国
法
」
が
成
立
し
、
近
世
を
通
じ
て
運
用
・
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
の
が
善

同
で
、
濃
州
国
法
は
将
監
国
法
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

　
明
治
二
十
一
（
一
八
八
九
）
年
、
市
町
村
制
が
敷
か

れ
、
翌
年
六
ヶ
村
（
姫
四
ヶ
村
と
北
小
木
村
・
谷
迫
間

村
）
が
合
併
し
て
可
児
郡
姫
治
村
と
な
り
ま
し
た
。
昭

和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
、
町
村
合
併
促
進
法
が
施

行
さ
れ
、
姫
治
村
も
法
律
の
定
め
る
合
併
の
対
象
と
な

り
、
周
辺
と
の
合
併
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

可
児
郡
西
部
で
可
児
町
を
創
設
す
る
方
向
で
進
ん
で
い

ま
し
た
が
、
大
藪
・
大
針
地
区
で
多
治
見
市
と
の
合
併

を
要
望
す
る
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
行
政
的
に
は
可
児

郡
と
し
て
中
部
中
学
を
運
用
す
る
な
ど
し
て
き
た
一
方

で
、
経
済
的
に
は
多
治
見
市
と
の
関
係
が
深
い
村
民
も

多
か
っ
た
の
で
、
結
論
が
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
対
立
が

つ
づ
き
ま
し
た
。
混
迷
す
る
合
併
問
題
は
、
昭
和
三
十

四
（
一
九
五
九
）
年
に
自
治
庁
の
指
導
を
受
け
、
間
も

な
く
県
か
ら
最
終
的
な
裁
定
が
下
さ
れ
、
北
小
木
村
、

大
針
村
、
大
薮
村
お
よ
び
下
切
村
の
一
部
は
多
治
見
市

に
、
今
村
、
谷
迫
間
村
お
よ
び
下
切
村
の
大
部
分
は
可

児
郡
可
児
町
（
現
可
児
市
）
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
合

併
後
、
多
治
見
市
と
な
っ
た
地
域
は
南
姫
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

二
． 

姫
地
域
の
災
害
と
水
環
境

　
姫
の
村
々
で
は
、
姫
川
と
そ
の
支
流
か
ら
用
水
を
ひ

い
て
水
田
を
営
ん
で
き
ま
し
た
が
、
水
系
の
流
域
面
積

が
小
さ
い
の
で
、
河
川
は
水
量
に
乏
し
く
水
不
足
に
苦

し
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
古
く
か
ら
水
不
足
を

補
う
た
め
に
溜
池
が
築
造
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
村
差
出

帳
に
は
、
大
藪
村
（
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
）
用
水

大
針
川
・
谷
川
よ
り
引
取
、
井
堰
三
十
五
ヶ
所
、
溜
池

六
ヶ
所
、
大
針
村
（
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
）
用
水

根
本
川
・
谷
川
よ
り
引
取
、
井
堰
三
十
五
ヶ
所
・
溜
池

一
ヶ
所
、
下
切
村
（
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
）
用
水
圦

十
一
ヶ
所
、
井
堰
十
三
ヶ
所
、
溜
池
十
ヶ
所
、
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
藪
の
迫
間
溜
池
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～

一
六
四
四
）
に
岡
田
善
同
支
配
の
時
に
造
ら
れ
、
こ
の

池
に
よ
っ
て
七
十
八
石
余
の
水
田
の
水
を
ま
か
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
・
延
宝

四
（
一
六
七
六
）
年
・
貞
享
（
一
六
八
八
）
年
・
元
禄
十

三
（
一
七
〇
〇
）
年
・
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
に
池
浚

い
、
圦
樋
・
伏
樋
の
修
復
が
行
わ
れ
、
延
享
三
（
一
七

四
六
）
年
に
幕
府
の
巡
検
使
が
廻
村
し
た
際
に
は
溜
池

は
田
地
を
養
う
た
め
で
あ
る
と
し
、
百
姓
自
普
請
を
命

ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
材
料
の
松
木
・
鉄
物
な
ど
や
池
浚
い

人
足
扶
持
は
笠
松
役
所
よ
り
下
げ
渡
さ
れ
、
樋
の
伏
せ

替
え
は
百
姓
持
ち
が
し
き
た
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
深
山
溜
池
も
迫
間
溜
池
と
同
時
期
の
築
造
と
思
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
水
量
は
多
く
二
五
〇
石
の
田
地
を
潤
し

た
と
さ
れ
ま
す
。
上
流
か
ら
土
砂
が
流
入
す
る
の
で
、

池
浚
い
や
圦
樋
・
伏
樋
の
伏
せ
替
え
が
し
ば
し
ば
行
わ

れ
た
こ
と
も
同
様
で
し
た
。

　
大
針
の
東
大
洞
溜
池
は
、
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
・

宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
・
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
に

普
請
用
材
な
ど
が
下
げ
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
享

保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
に
は
内
浚
、
埋
樋
伏
替
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
記
録
か
ら
、
堤
や
圦
の
修

繕
・
底
に
た
ま
っ
た
泥
の
浚
渫
な
ど
溜
池
の
維
持
・
管

理
に
は
大
変
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い
た
実
態
が
伺
わ
れ

ま
す
。

　
明
治
以
降
も
溜
池
は
築
造
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
二
十

五
（
一
九
五
〇
）
年
に
は
大
藪
地
区
で
可
児
川
防
災
た

め
池
施
設
事
業
の
一
部
と
し
て
大
藪
防
災
た
め
池
の
建

造
が
着
工
、
同
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
竣
工
し
て

い
ま
す
。
竣
工
前
に
は
、
受
益
地
と
な
り
大
藪
・
下
切

の
人
た
ち
は
、
溜
池
の
仕
上
げ
に
一
戸
五
枚
の
芝
張
り

を
し
た
そ
う
で
す
。
池
の
規
模
は
、
土
堰
堤
の
長
一
六

九
ｍ
・
高
十
五
ｍ
・
満
水
面
積
三
，
〇
〇
〇
町
歩
、
貯
水

量
は
市
域
最
大
の
八
万
㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。
豪
雨
の

際
に
急
激
に
流
出
す
る
水

を
一
時
的
に
貯
め
、
後
に

放
流
し
て
水
害
を
防
ぐ
機

能
と
、
田
植
え
時
期
の
用

水
補
給
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
長
い
年
月
を

か
け
て
築
造
さ
れ
て
き
た

溜
池
で
す
が
、
現
在
は
都

市
化
の
進
行
に
と
も
な
い
、

多
く
が
埋
め
立
て
ら
れ
当

時
の
姿
を
留
め
る
も
の
は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
頻
発
す
る
水
害
や
溜
池

の
堆
砂
の
要
因
は
、
山
林

の
荒
廃
が
関
わ
っ

て

い

ま

し

た
。

『
多
治
見
市
史
在

地

史

料

編
』
に
、

大
藪
村
「
当
村
山

の
儀
、
下
切
村
と

入
合
に
て
御
座
候

故
、
山
は
土
ば
か

り
に
て
御
座
候

故
、
肥
し
芝
草
等

も
御
座
無
く
候
、

殊
に
赤
石
砂
大
分

御
田
地
へ
押
し
込
み
申
し
候
」、
下
切
村
「
三
拾
年
以
前

ま
で
草
肥
え
・
馬
屋
く
ま
し
等
の
類
に
て
作
仕
り
来
り

候
処
に
、
山
あ
せ
草
木
透
と
御
座
無
く
」
と
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
林
の
荒
廃
は
江
戸
時
代
半
ば
か
ら
深
刻

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
　

三
． 

姫
川
環
境
整
備
計
画
と

　
　
環
境
学
習

　
太
多
線
と
並
行
し
て
流
れ
る
姫
川
は
、
現
在
で
は

護
岸
整
備
が
進
み
、
治
水
安
全
度
の
高
い
河
川
と
な
っ

て
い
ま
す
。
護
岸
堤
防
の
法
面
は
、
草
刈
り
が
ゆ
き

と
ど
き
、
水
仙
が
植
栽
さ
れ
早
春
に
は
行
き
交
う
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
整

備
は
、「
姫
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
計
画
（
姫
川
水
仙
ロ
ー

ド
）
」
事
業
で
実
施
さ
れ
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
事
業
は
、
多
治
見
市
第
三
十
区
の
住
民
が
中
心
と
な

り
、
県
・
市
・
各
種
団
体
の
支
援
を
受
け
て
、
活
動
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
姫
川
河
川
お
よ
び
両
岸
堤

防
法
面
の
草
刈
り
と
清
掃
を
行
い
、
堤
防
法
面
に
水
仙

を
植
栽
し
、
町
内
会
別
に
法
面
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
水
仙
の
植
栽
は
、
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
か

ら
三
カ
年
計
画
で
開
始
さ
れ
、
十
七
年
度
は
姫
橋
～
夏

焼
橋
間
両
岸
一
，
六
一
五
ｍ
、
十
八
年
度
は
夏
焼
橋
～

大
井
由
間
お
よ
び
姫
橋
～
起
川
合
流
点
間
の
両
岸

一
，
六
八
四
ｍ
、
十
九
年
度
は
全
域
に
わ
た
っ
て
球
根

の
少
な
い
と
こ
ろ

の
補
植
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
も
活
動

は
継
続
し
て
毎
年

行
わ
れ
、
令
和
三

年
度
も
六
月
二
十

日
と
十
月
三
日
に

姫
川
両
岸
で
草
刈

り
・
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
姫
川
で
は
、「
ふ
る
さ
と
大
発
見
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
多
治
見
土
木
事
務
所
河
川
砂
防
課
と
土
岐

川
観
察
館
の
指
導
に
よ
り
、
南
姫
小
学
校
の
三
・
四
年

生
が
毎
年
２
回
に
わ
た
り
、
環
境
学
習
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
姫
川
は
三
面
張
り
の
川
で
あ
り
な
が
ら
、
絶
滅
危
惧

種
か
ら
外
来
種
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
に
出
会
え
る

川
で
、
時
期
の
違

い
で
生
き
物
の
大

き
さ
や
捕
れ
る
生

き
物
の
違
い
や
、

カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
に
よ
り
姫

川
の
水
質
を
学
ん

で
い
ま
す
。

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

と
よ
あ
し

は
ら

あ
め
わ
か
ひ
こ

し
た
て
る
ひ
め

ひ
め

の
み
こ
と

す
　
え
　
き

け
い
ち
ょ
う

お
か
　
だ
　し
ょ
う

げ
ん
よ
し
あ
つ

げ
ん

な は
　
じ
　
き

は
く
　
じ

ぶ
ん

か

か
ん
え
い

ほ
う
え
い

ほ
う
れ
き

ほ
う

う
ず
み
　

ひ
　ふ
せ
か
え

め
い

わ

い
り

き
ょ
う

か
ん
ぶ
ん

げ
ん
ろ
く

げ
ん
ぶ
ん

え
ん
き
ょ
う

じ
ょ
う
き
ょ
う

え
ん
ぽ
う

多治見市内における姫川最下流部

岡田将監善同屋敷跡

姫川リバーサイド計画による草刈り・清掃

活動 <提供：多治見市第 30区事務所>

現在の大藪溜池

南姫小学校三年生の環境学習

<提供：土岐川観察館 >

南姫地区の溜池〈出典：多治見市史　下巻〉

地域の治水・利水地域の治水・利水
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船
頭
平
閘
門
の
設
置
に
関
し
て
多
く
の
書
籍
は
、「
桑

名
の
佐
藤
義
一
郎
ら
が
国
会
に
請
願
」
し
て
、
木
曽
川

と
長
良
川
と
を
結
ぶ
船
頭
平
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
、
と

述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
関

わ
っ
た
佐
藤
義
一
郎
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
、
誰
が
帝
国
議
会
へ
請
願
書
を
提

出
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
採
択
さ
れ
た
の
か
も
不
明

で
す
。
さ
ら
に
、
何
故
、
当
初
請
願
し
た
三
カ
所
の
設
置

請
願
場
所
と
異
な
る
愛
西
市
立
田
町
福
原
に
閘
門
が
設

置
さ
れ
た
の
か
、
等
に
つ
い
て
も
余
り
触
れ
ら
れ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
号
は
一
二
〇
号
か
ら
引
き
続
き
、
船
頭
平
閘
門
の

設
置
経
緯
の
第
三
編
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。

船頭平閘門建設の経緯と幻の閘門　第三編

請願の採択経緯

そ
　
う
　
え

も
ん

ち
ょ
う

て
き 一

． 

は
じ
め
に

　
一
二
〇
号
で
は
、
請
願
書
が
明
治
二
十
六
（
一
八
九

三
）
年
五
月
十
八
日
に
貴
衆
両
院
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
両
院
の
審
査
委
員
会
を
経
ず

に
、
提
出
の
翌
十
九
日
に
「
帝
国
議
会
で
の
実
況
陳
述
」

が
許
可
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
と
結
論
し
、
さ
ら
に
、
衆

議
院
の
解
散
に
よ
っ
て
、
請
願
書
は
再
度
の
提
出
と

な
っ
た
か
を
記
述
し
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）

年
七
月
二
十
五
日
～
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
四

月
十
七
日
）
の
勃
発
に
よ
り
請
願
書
が
第
六
回
帝
国
議

会
解
散
後
か
ら
一
年
半
も
遅
れ
た
明
治
二
十
八
（
一
八

九
五
）
年
十
二
月
頃
に
再
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た

後
、
請
願
書
が
貴
衆
両
院
で
の
議
論
を
経
て
、
第
九
回

帝
国
議
会
の
年
度
末
の
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年

三
月
に
「
閘
門
一
カ
所
を
建
設
す
る
」
閣
議
決
定
に
至

る
ま
で
の
経
緯
を
記
述
し
ま
す
。

二
． 

請
願
書
に
つ
い
て

　
請
願
書
の
受
理
は
、
帝
国
議
会
が
直
接
に
人
民
と
交

渉
し
得
る
唯
一
の
機
能
で
し
た
が
、
請
願
を
受
け
た
政

府
側
に
応
答
義
務
は
な
く
、「
聞
捨
て
る
」
こ
と
も
可
能

で
し
た
。

　
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
二
月
、
後
に
閘
門
設

置
請
願
書
の
紹
介
議
員
と
な
る
貴
族
院
議
員
林
宋
右
衛

門
が
、
貴
族
院
へ
請
願
書
が
多
く
提
出
さ
れ
る
よ
う
、

請
願
書
の
連
名
者
は
自
署
で
な
く
て
捺
印
で
良
い
よ
う

に
手
続
き
を
簡
易
化
し
ま
し
た
。

　
趙
頔
は
、
請
願
書
提
出
に
つ
い
て
、「
自
由
民
権
運
動

で
権
利
意
識
に
目
覚
め
た
地
方
有
力
者
や
商
業
者
ら
に

よ
る
請
願
提
出
に
、
帝
国
議
会
の
開
会
で
参
政
意
欲
を

高
め
た
地
域
の
人
々
が
積
極
的
に
請
願
に
署
名
し
た
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
請
願
の
流
れ
は
、

　
（
一
）
請
願
者
は
紹
介
議
員
を
介
し
て
請
願
書
を
議
院

　
　
　 

に
提
出
、

　
（
二
）
各
議
院
の
請
願
委
員
会
は
体
裁
が
正
し
い
か
請

　
　 

　
願
書
を
審
査
、

　
（
三
）
委
員
会
は
審
査
結
果
よ
り
、

　
　 

（
ａ
）
請
願
の
破
棄
、

　
　 

（
ｂ
）
請
願
を
政
府
に
参
考
の
た
め
回
送
す
る
　

　
　
　
　  

（
衆
議
院
だ
け
の
処
置
で
「
参
考
送
付
」
と

　
　
　
　
　
言
う
）、

　
　 

（
ｃ
）
採
択
す
べ
き
請
願
に
、
意
見
書
を
作
成
し

　
　
　
　  

て
本
会
議
へ
送
る
、

　
（
四
）
本
会
議
は
委
員
会
か
ら
の
請
願
を
審
査
し
、
採

　
　
　 

択
す
る
場
合
は
、
請
願
を
委
員
会
の
意
見
書
と

　
　
　 

共
に
政
府
に
送
付
、

　
（
五
）
政
府
へ
の
送
付
後
、
閣
議
に
付
さ
れ
る
、

　
　
　

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
衆
議
院
独
自
の
処
置
で
あ
る
「
参
考
送
付
」

の
請
願
の
場
合
は
、
閣
議
を
経
る
規
定
が
な
い
の
で
、

閣
議
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
こ
で
、
紹
介
議
員
と
な
っ
た
木
村
議
員
と
林
議
員

の
略
歴
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　
木
村
議
員
（
一
八
四
七
～
一
九
一
九
）
は
、
員
弁
郡
北

大
社
村
（
現
員
弁
郡
東
員
町
北
大
社
）
の
豪
農
出
身
で
、

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
の
第
一
回
三
重
県
議
員
選
挙

か
ら
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
ま
で
県
会
議
員

を
務
め
、
そ
の
内
の
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
十
一

月
か
ら
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
ま
で
は
議
長

を
務
め
ま
し
た
。
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
の

第
三
回
衆
議
院
総
選
挙
で
初
当
選
、
以
後
当
選
四
回
を

経
て
、
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
は
貴
族
院
議

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
木
村
は
諸
戸
清
六
と
共

に
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
三
月
に
創
立
申
請
し
た

関
西
鉄
道
㈱
当
初
の
常
議
員
で
し
た
。

　
一
方
、
林
議
員
（
一
八
四
五
～
一
八
九
六
）
は
員
弁

郡
で
生
ま
れ
、
奄
芸
郡
林
村
（
現
津
市
）
の
林
家
の
養

子
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
三

重
県
会
議
員
に
選
出
さ
れ
、
椙
村
と
同
期
で
し
た
。
明

治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
県
会
議
員
を
辞
職
し
、

初
回
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
で
互
選
さ
れ
、
同

年
九
月
二
十
九
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

三
． 

請
願
書
採
択
の
経
緯

　
衆
議
院
の
請
願
委
員
会
は
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九

四
）
年
五
月
二
十
五
か
ら
二
十
九
日
（
二
十
七
日
は
日

曜
）
の
四
日
間
で
計
四
度
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
一
二
〇

号
・
七―

三
参
照
）
が
、
院
議
中
の
同
年
六
月
二
日
に

衆
議
院
が
解
散
と
な
り
、
貴
族
院
の
議
事
が
停
止
（
停

会
）
し
、
再
度
の
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
年
六
カ
月
後
の
再
度
の
上
京
に
つ
い
て
、
椙
村
は
、

「
明
治
二
十
七
・
二
十
八
年
度
は
日
清
戦
争
の
た
め
請

願
書
提
出
を
差
し
控
え
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）

年
十
二
月
に
再
び
上
京
し
て
請
願
書
を
提
出
し
た
」、

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
最
初

の
上
京
に
際
し
て
、
椙
村
は
、「
明
治
二
十
六
（
一
八
九

三
）
年
十
月
に
上
京
」
と
同
伴
者
名
が
無
く
記
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
の
伊
勢
新
聞

記
事
（
一
二
〇
号
・
七―

一
参
照
）
よ
り
、
椙
村
の
他

に
佐
藤
義
一
郎
と
小
池
正
一
も
同
道
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
、
上
京
が
同
年
十
月
か
ら
十
一
月
二
十
八
日
の

間
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、『
微
効
史
談
』

に
よ
る
こ
の
上
京
の
日
付
は
、
全
盲
で
す
べ
て
を
記
憶

だ
け
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、「
誤
り
」
と

は
決
し
て
言
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
「
十
二
月
の
上
京
」
に
つ
い
て
も

記
憶
に
あ
る
程
度
の
幅
が
あ
る
と
想
定
し
、
十
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
三
カ
月
間
に
亘
っ
て
伊
勢
新
聞
の
記
事

を
調
べ
ま
し
た
が
、
関
西
鉄
道
に
関
す
る
記
事
は
何
回

も
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
請
願
に
関
す
る
記
事
は

残
念
に
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
目
の

不
自
由
な
椙
村
が
一
人
で
上
京
し
た
は
ず
は
無
く
、
佐

藤
や
小
池
、
あ
る
い
は
他
の
協
力
者
と
共
に
上
京
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま

で
す
。

　
三―

一
．
日
清
戦
争
後
の
経
緯

　
第
九
回
帝
国
議
会
（
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
十

二
月
二
十
八
日
～
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
三
月

二
十
八
日
）
中
の
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
一
月
十

七
日
、
再
び
紹
介
議
員
林
が
貴
族
院
へ
請
願
書
（
佐
藤

義
一
郎
外
四
八
〇
名
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
三
週
間
後
の
二
月
七
日
、
貴
族
院
請
願
委
員
会
は
請

願
書
を
政
府
へ
送
付
す
べ
き
も
の
と
審
査
判
定
し
、
貴

族
院
議
長
蜂
須
賀
茂
韶
名
で
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
宛
て

の
意
見
書
案
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
週
間
後
の
二
月
十
四
日
に
は
、
貴
族
院
で
請

願
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、
貴
族
院
議
長
蜂
須
賀
茂
韶
名

で
「
三
カ
所
の
閘
門
設
置
の
必
要
性
」
を
述
べ
た
意
見
書

が
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

貴
族
院
へ
の
請
願
書
提
出
か
ら
伊
藤
総
理
へ
の
意
見
書

提
出
ま
で
、
わ
ず
か
四
週
間
と
い
う
短
期
間
で
し
た
。

同年３月31日

同年３月28日

同年３月26日

同年３月11日

同年２月14日

同年２月７日

明治29年１月17日

同年12月28日

明治28年12月

同年６月２日

同年５月29日

同年５月25日～29日

同年５月18日

同年５月17日

明治27年５月15日

同年12月13日

同年11月28日

明治26年10月

総理大臣や法制局長官、外務・大蔵など９大臣が、適当な場所に閘門一カ所を築造

することを決めた 「閣議決定書」に花押を記している。

衆議院議長楠木正隆名で、「佐藤義一郎外479名の閘門設置請願」が議決した旨を

総理代理の黒田清隆に伝えられた。

内務大臣芳川顕正は、総理大臣伊藤博文に、「閘門を三カ所に設置する必要はなく、

適切な一カ所の設置場所を現在調査中」 なので、別に閣議を開くことを希望する。

請願を可決し、貴族院議長蜂須賀茂韶名で 「三カ所の閘門設置の必要性」 を述べた

意見書 （佐藤義一郎外480名） を、総理大臣伊藤博文に提出。

①貴族院請願委員会が、請願者 （佐藤義一郎外480名） を政府へ送付すべきと判定。

②貴族院議長蜂須賀茂韶名で、総理大臣伊藤博文宛に意見書案を作成。

紹介議員林宋右衛門が、貴族院に請願書 （佐藤義一郎外480名） を提出。

椙村が、再び上京して請願書を提出。

貴族院の院議中に、衆議院が６月２日に解散で、再度の提出となる。

明治27・28年度は、日清戦争 (27.7～28.4) のため請願書提出を差し控えた。

衆議院請願委員会報告として、「木曽揖斐両川間閘門設置の件」が他の７件と共に

「参考として政府へ送付すべき請願」に取り上げられた。

衆議院請願委員会が４回 （27日は日曜で休み）開催

①紹介議員林宋右衛門が、貴族院に請願書 （佐藤義一郎外473名） を提出。

②紹介議員木村誓太郎が、衆議院に請願書 （佐藤義一郎外473名） を提出。

貴族院請願委員長・副委員長を互選

椙村名で 「木曽揖斐両川間閘門設立請願書」 を伊勢新聞社から印刷・発行。

佐藤義一郎、小池正一、椙村保寿の３名が11月28日以前に上京。

椙村保寿が上京して土木局長や内務次官に面談。

同上

同上

公文雑纂明治29年第31号

・貴族院議事速記録第20号

・官報　第3786号

①請願委員会特別報告第３号

②同上第３号P. 41-42

第９回帝国議会貴族院請願文書

『微効史談』

『微効史談』

同上

第６回帝国議会衆議院議事速記録第12号

①貴族院請願文書表第２回報告第54号

②衆議院請願文書表第214号

官報　第3264号

桑名中央図書館

伊勢新聞 （11月28日）

『微効史談』

年　月

請願書の全経緯

議会期間 内　容 引　用

第
６
回
帝
国
議
会

第
９
回
帝
国
議
会

き
た

お
お
や
し
ろ

あ
ん  

き

は
ち 

す   

か  

も
ち
あ
き

船頭平閘門

歴史記録歴史記録
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船
頭
平
閘
門
の
設
置
に
関
し
て
多
く
の
書
籍
は
、「
桑

名
の
佐
藤
義
一
郎
ら
が
国
会
に
請
願
」
し
て
、
木
曽
川

と
長
良
川
と
を
結
ぶ
船
頭
平
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
、
と

述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
関

わ
っ
た
佐
藤
義
一
郎
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
、
誰
が
帝
国
議
会
へ
請
願
書
を
提

出
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
採
択
さ
れ
た
の
か
も
不
明

で
す
。
さ
ら
に
、
何
故
、
当
初
請
願
し
た
三
カ
所
の
設
置

請
願
場
所
と
異
な
る
愛
西
市
立
田
町
福
原
に
閘
門
が
設

置
さ
れ
た
の
か
、
等
に
つ
い
て
も
余
り
触
れ
ら
れ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
号
は
一
二
〇
号
か
ら
引
き
続
き
、
船
頭
平
閘
門
の

設
置
経
緯
の
第
三
編
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。

船頭平閘門建設の経緯と幻の閘門　第三編

請願の採択経緯

そ
　
う
　
え

も
ん

ち
ょ
う

て
き 一

． 

は
じ
め
に

　
一
二
〇
号
で
は
、
請
願
書
が
明
治
二
十
六
（
一
八
九

三
）
年
五
月
十
八
日
に
貴
衆
両
院
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
両
院
の
審
査
委
員
会
を
経
ず

に
、
提
出
の
翌
十
九
日
に
「
帝
国
議
会
で
の
実
況
陳
述
」

が
許
可
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
と
結
論
し
、
さ
ら
に
、
衆

議
院
の
解
散
に
よ
っ
て
、
請
願
書
は
再
度
の
提
出
と

な
っ
た
か
を
記
述
し
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）

年
七
月
二
十
五
日
～
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
四

月
十
七
日
）
の
勃
発
に
よ
り
請
願
書
が
第
六
回
帝
国
議

会
解
散
後
か
ら
一
年
半
も
遅
れ
た
明
治
二
十
八
（
一
八

九
五
）
年
十
二
月
頃
に
再
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た

後
、
請
願
書
が
貴
衆
両
院
で
の
議
論
を
経
て
、
第
九
回

帝
国
議
会
の
年
度
末
の
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年

三
月
に
「
閘
門
一
カ
所
を
建
設
す
る
」
閣
議
決
定
に
至

る
ま
で
の
経
緯
を
記
述
し
ま
す
。

二
． 

請
願
書
に
つ
い
て

　
請
願
書
の
受
理
は
、
帝
国
議
会
が
直
接
に
人
民
と
交

渉
し
得
る
唯
一
の
機
能
で
し
た
が
、
請
願
を
受
け
た
政

府
側
に
応
答
義
務
は
な
く
、「
聞
捨
て
る
」
こ
と
も
可
能

で
し
た
。

　
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
二
月
、
後
に
閘
門
設

置
請
願
書
の
紹
介
議
員
と
な
る
貴
族
院
議
員
林
宋
右
衛

門
が
、
貴
族
院
へ
請
願
書
が
多
く
提
出
さ
れ
る
よ
う
、

請
願
書
の
連
名
者
は
自
署
で
な
く
て
捺
印
で
良
い
よ
う

に
手
続
き
を
簡
易
化
し
ま
し
た
。

　
趙
頔
は
、
請
願
書
提
出
に
つ
い
て
、「
自
由
民
権
運
動

で
権
利
意
識
に
目
覚
め
た
地
方
有
力
者
や
商
業
者
ら
に

よ
る
請
願
提
出
に
、
帝
国
議
会
の
開
会
で
参
政
意
欲
を

高
め
た
地
域
の
人
々
が
積
極
的
に
請
願
に
署
名
し
た
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
請
願
の
流
れ
は
、

　
（
一
）
請
願
者
は
紹
介
議
員
を
介
し
て
請
願
書
を
議
院

　
　
　 

に
提
出
、

　
（
二
）
各
議
院
の
請
願
委
員
会
は
体
裁
が
正
し
い
か
請

　
　 

　
願
書
を
審
査
、

　
（
三
）
委
員
会
は
審
査
結
果
よ
り
、

　
　 

（
ａ
）
請
願
の
破
棄
、

　
　 

（
ｂ
）
請
願
を
政
府
に
参
考
の
た
め
回
送
す
る
　

　
　
　
　  

（
衆
議
院
だ
け
の
処
置
で
「
参
考
送
付
」
と

　
　
　
　
　
言
う
）、

　
　 

（
ｃ
）
採
択
す
べ
き
請
願
に
、
意
見
書
を
作
成
し

　
　
　
　  

て
本
会
議
へ
送
る
、

　
（
四
）
本
会
議
は
委
員
会
か
ら
の
請
願
を
審
査
し
、
採

　
　
　 

択
す
る
場
合
は
、
請
願
を
委
員
会
の
意
見
書
と

　
　
　 

共
に
政
府
に
送
付
、

　
（
五
）
政
府
へ
の
送
付
後
、
閣
議
に
付
さ
れ
る
、

　
　
　

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
衆
議
院
独
自
の
処
置
で
あ
る
「
参
考
送
付
」

の
請
願
の
場
合
は
、
閣
議
を
経
る
規
定
が
な
い
の
で
、

閣
議
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
こ
で
、
紹
介
議
員
と
な
っ
た
木
村
議
員
と
林
議
員

の
略
歴
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　
木
村
議
員
（
一
八
四
七
～
一
九
一
九
）
は
、
員
弁
郡
北

大
社
村
（
現
員
弁
郡
東
員
町
北
大
社
）
の
豪
農
出
身
で
、

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
の
第
一
回
三
重
県
議
員
選
挙

か
ら
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
ま
で
県
会
議
員

を
務
め
、
そ
の
内
の
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
十
一

月
か
ら
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
ま
で
は
議
長

を
務
め
ま
し
た
。
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
の

第
三
回
衆
議
院
総
選
挙
で
初
当
選
、
以
後
当
選
四
回
を

経
て
、
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
は
貴
族
院
議

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
木
村
は
諸
戸
清
六
と
共

に
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
三
月
に
創
立
申
請
し
た

関
西
鉄
道
㈱
当
初
の
常
議
員
で
し
た
。

　
一
方
、
林
議
員
（
一
八
四
五
～
一
八
九
六
）
は
員
弁

郡
で
生
ま
れ
、
奄
芸
郡
林
村
（
現
津
市
）
の
林
家
の
養

子
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
三

重
県
会
議
員
に
選
出
さ
れ
、
椙
村
と
同
期
で
し
た
。
明

治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
県
会
議
員
を
辞
職
し
、

初
回
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
で
互
選
さ
れ
、
同

年
九
月
二
十
九
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

三
． 

請
願
書
採
択
の
経
緯

　
衆
議
院
の
請
願
委
員
会
は
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九

四
）
年
五
月
二
十
五
か
ら
二
十
九
日
（
二
十
七
日
は
日

曜
）
の
四
日
間
で
計
四
度
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
一
二
〇

号
・
七―

三
参
照
）
が
、
院
議
中
の
同
年
六
月
二
日
に

衆
議
院
が
解
散
と
な
り
、
貴
族
院
の
議
事
が
停
止
（
停

会
）
し
、
再
度
の
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
年
六
カ
月
後
の
再
度
の
上
京
に
つ
い
て
、
椙
村
は
、

「
明
治
二
十
七
・
二
十
八
年
度
は
日
清
戦
争
の
た
め
請

願
書
提
出
を
差
し
控
え
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）

年
十
二
月
に
再
び
上
京
し
て
請
願
書
を
提
出
し
た
」、

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
最
初

の
上
京
に
際
し
て
、
椙
村
は
、「
明
治
二
十
六
（
一
八
九

三
）
年
十
月
に
上
京
」
と
同
伴
者
名
が
無
く
記
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
の
伊
勢
新
聞

記
事
（
一
二
〇
号
・
七―

一
参
照
）
よ
り
、
椙
村
の
他

に
佐
藤
義
一
郎
と
小
池
正
一
も
同
道
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
、
上
京
が
同
年
十
月
か
ら
十
一
月
二
十
八
日
の

間
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、『
微
効
史
談
』

に
よ
る
こ
の
上
京
の
日
付
は
、
全
盲
で
す
べ
て
を
記
憶

だ
け
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、「
誤
り
」
と

は
決
し
て
言
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
「
十
二
月
の
上
京
」
に
つ
い
て
も

記
憶
に
あ
る
程
度
の
幅
が
あ
る
と
想
定
し
、
十
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
三
カ
月
間
に
亘
っ
て
伊
勢
新
聞
の
記
事

を
調
べ
ま
し
た
が
、
関
西
鉄
道
に
関
す
る
記
事
は
何
回

も
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
請
願
に
関
す
る
記
事
は

残
念
に
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
目
の

不
自
由
な
椙
村
が
一
人
で
上
京
し
た
は
ず
は
無
く
、
佐

藤
や
小
池
、
あ
る
い
は
他
の
協
力
者
と
共
に
上
京
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま

で
す
。

　
三―

一
．
日
清
戦
争
後
の
経
緯

　
第
九
回
帝
国
議
会
（
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
十

二
月
二
十
八
日
～
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
三
月

二
十
八
日
）
中
の
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
一
月
十

七
日
、
再
び
紹
介
議
員
林
が
貴
族
院
へ
請
願
書
（
佐
藤

義
一
郎
外
四
八
〇
名
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
三
週
間
後
の
二
月
七
日
、
貴
族
院
請
願
委
員
会
は
請

願
書
を
政
府
へ
送
付
す
べ
き
も
の
と
審
査
判
定
し
、
貴

族
院
議
長
蜂
須
賀
茂
韶
名
で
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
宛
て

の
意
見
書
案
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
週
間
後
の
二
月
十
四
日
に
は
、
貴
族
院
で
請

願
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、
貴
族
院
議
長
蜂
須
賀
茂
韶
名

で
「
三
カ
所
の
閘
門
設
置
の
必
要
性
」
を
述
べ
た
意
見
書

が
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

貴
族
院
へ
の
請
願
書
提
出
か
ら
伊
藤
総
理
へ
の
意
見
書

提
出
ま
で
、
わ
ず
か
四
週
間
と
い
う
短
期
間
で
し
た
。

同年３月31日

同年３月28日

同年３月26日

同年３月11日

同年２月14日

同年２月７日

明治29年１月17日

同年12月28日

明治28年12月

同年６月２日

同年５月29日

同年５月25日～29日

同年５月18日

同年５月17日

明治27年５月15日

同年12月13日

同年11月28日

明治26年10月

総理大臣や法制局長官、外務・大蔵など９大臣が、適当な場所に閘門一カ所を築造

することを決めた 「閣議決定書」に花押を記している。

衆議院議長楠木正隆名で、「佐藤義一郎外479名の閘門設置請願」が議決した旨を

総理代理の黒田清隆に伝えられた。

内務大臣芳川顕正は、総理大臣伊藤博文に、「閘門を三カ所に設置する必要はなく、

適切な一カ所の設置場所を現在調査中」 なので、別に閣議を開くことを希望する。

請願を可決し、貴族院議長蜂須賀茂韶名で 「三カ所の閘門設置の必要性」 を述べた

意見書 （佐藤義一郎外480名） を、総理大臣伊藤博文に提出。

①貴族院請願委員会が、請願者 （佐藤義一郎外480名） を政府へ送付すべきと判定。

②貴族院議長蜂須賀茂韶名で、総理大臣伊藤博文宛に意見書案を作成。

紹介議員林宋右衛門が、貴族院に請願書 （佐藤義一郎外480名） を提出。

椙村が、再び上京して請願書を提出。

貴族院の院議中に、衆議院が６月２日に解散で、再度の提出となる。

明治27・28年度は、日清戦争 (27.7～28.4) のため請願書提出を差し控えた。

衆議院請願委員会報告として、「木曽揖斐両川間閘門設置の件」が他の７件と共に

「参考として政府へ送付すべき請願」に取り上げられた。

衆議院請願委員会が４回 （27日は日曜で休み）開催

①紹介議員林宋右衛門が、貴族院に請願書 （佐藤義一郎外473名） を提出。

②紹介議員木村誓太郎が、衆議院に請願書 （佐藤義一郎外473名） を提出。

貴族院請願委員長・副委員長を互選

椙村名で 「木曽揖斐両川間閘門設立請願書」 を伊勢新聞社から印刷・発行。

佐藤義一郎、小池正一、椙村保寿の３名が11月28日以前に上京。

椙村保寿が上京して土木局長や内務次官に面談。

同上

同上

公文雑纂明治29年第31号

・貴族院議事速記録第20号

・官報　第3786号

①請願委員会特別報告第３号

②同上第３号P. 41-42

第９回帝国議会貴族院請願文書

『微効史談』

『微効史談』

同上

第６回帝国議会衆議院議事速記録第12号

①貴族院請願文書表第２回報告第54号

②衆議院請願文書表第214号

官報　第3264号

桑名中央図書館

伊勢新聞 （11月28日）

『微効史談』

年　月

請願書の全経緯

議会期間 内　容 引　用

第
６
回
帝
国
議
会

第
９
回
帝
国
議
会

き
た

お
お
や
し
ろ

あ
ん  

き

は
ち 

す   

か  

も
ち
あ
き

船頭平閘門

歴史記録歴史記録
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■
参
考
資
料

　『
近
代
日
本
の
請
願
制
度
研
究(

二)

』
　
趙
頔
　

 
 

法
政
論
集
　
二
七
八
号
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
八

 

『
第
六
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
十
二
号
』     

 
 

官
報
号
外
　
　
　 

明
治
二
十
七
年 

五
月
三
十
日

　
貴
族
院
が
提
出
し
た
三
カ
所
（
油
島
喰
違
・
鰻
江

川
・
青
鷺
川
）
で
の
閘
門
設
置
に
関
す
る
意
見
書
に
対

し
、
内
務
大
臣
芳
川
顕
正
は
、
三
月
十
一
日
に
「
閘
門

を
三
カ
所
す
べ
て
に
設
置
す
る
必
要
は
な
く
、
現
在
、

適
切
な
一
カ
所
の
設
置
場
所
を
調
査
中
」
な
の
で
、
こ

の
件
に
つ
い
て
は
別
に
閣
議
を
開
い
て
ほ
し
い
、
と
総

理
大
臣
伊
藤
博
文
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
衆
議
院
で
の
可
決
は
貴
族
院
よ
り
一
カ
月
以

上
遅
れ
、
三
月
二
十
六
日
に
衆
議
院
議
長
楠
木
正
隆
名

で
総
理
大
臣
代
理
の
黒
田
清
隆
（
枢
密
院
議
長
）
へ
、

「
佐
藤
義
一
郎
他
四
七
九
名
が
提
出
し
た
閘
門
設
立
に

関
す
る
請
願
」
を
採
択
し
た
旨
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
三
月
三
十
一
日
に
総
理
大
臣
や
法
制
局
長
官
、
外

務
・
大
蔵
な
ど
九
大
臣
が
、「
適
当
な
一
カ
所
に
閘
門
を

築
造
す
る
」
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
閣
議

決
定
書
に
署
名
（
花
押
）
し
て
い
ま
す
。

　
三―

二
．
請
願
書
の
連
名
者
数

　
請
願
書
の
連
名
者
数
は
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）

年
五
月
時
点
で
貴
衆
両
院
共
に
「
佐
藤
義
一
郎
外
四
七

三
名
」
で
し
た
が
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
一
・

二
月
の
貴
族
院
で
は
七
名
増
え
て
「
外
四
八
〇
名
」、
同

年
三
月
の
衆
議
院
で
は
六
名
増
え
て
「
外
四
七
九
名
」

と
、
理
由
は
不
明
で
す
が
連
名
者
数
が
貴
衆
各
院
で
増

加
し
、
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
貴
衆
各
院
は
請
願
内
容
に

つ
い
て
、「
人
民
の
請
願
を
受
け
る
こ
と

に
つ
い
て
、
各
自
独
立
し
て
そ
の
措
置

権
を
有
し
、
相
互
に
関
与
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

各
院
で
の
連
名
者
数
の
不
一
致
は
問
題

と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
な

お
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
三
月

の
「
庄
内
川
改
修
の
件
」
の
連
名
者
数

は
、
代
表
者
を
含
め
て
五
，
七
〇
〇
名

に
上
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
閘
門
設
置

の
連
名
者
数
約
四
八
〇
名
が
取
り
立
て

て
多
い
人
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
三―

三
．
連
名
者
記
載
例

　
前
述
し
た
請
願
書
の
簡
易
化
に
よ
る

連
名
者
記
載
の
好
例
が
、
木
曽
川
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
明
治
三

十
五
（
一
九
〇
二
）
年
七
月
に
提
出
さ
れ

た
「
揖
斐
川
下
流
導
水
堤
施
設
に
関
す
る
請

願
書
」
で
は
、
高
須
輪
中
か
ら
の
悪
水
を
排

除
す
る
導
水
堤
（
排
水
路
）
が
、
現
海
津
市

海
津
町
油
島
か
ら
背
割
堤
の
揖
斐
川
左
岸
に

沿
っ
て
現
長
島
町
下
坂
手
ま
で
計
画
さ
れ
ま

し
た
が
、
施
工
が
な
さ
れ
ず
、
悪
水
被
害
が

増
加
し
た
た
め
、
背
割
堤
と
導
水
堤
を
伊
勢

湾
河
口
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
請
願
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
請
願
書
の
連
名
者
は
、
代
表
者
を
含

め
四
四
七
名
で
あ
り
、
代
表
者
ら
三
名
の
住

所
と
氏
名
は
自
署
で
し
た
が
、
他
の
連
名
者

の
住
所
は
ハ
ン
コ
で
、
代
筆
さ
れ
た
氏
名
に

捺
印
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
導
水
堤
（
排
水
路
）
で
長
良
川
と

揖
斐
川
を
完
全
に
二
分
す
る
こ
の
請
願
は
、

河
口
部
周
辺
で
の
東
西
方
向
の
連
絡
路
確
保

を
目
指
し
た
佐
藤
ら
の
請
願
と
相
反
す
る
内

容
で
し
た
。

　
今
回
の
調
査
の
目
的
の
一
つ
は
、
閘
門
設

置
運
動
に
関
わ
っ
た
佐
藤
義
一
郎
以
外
の
人
物
名
を
掘

り
起
こ
す
こ
と
で
し
た
が
、
残
念
に
も
、
請
願
書
の
署

名
簿
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
す
な
わ
ち
本
号
で
は
、
貴
族
院
は
油
島
喰
違
・
鰻

江
川
・
青
鷺
川
の
三
カ
所
で
の
閘
門
設
置
の
必
要
性

を
認
め
ま
し
た
が
、
内
務
大
臣
の
提
言
で
、
一
カ
所

で
の
閘
門
設
置
が
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
述

し
ま
し
た
。

　
一
二
二
号
で
は
、
請
願
し
た
三
カ
所
の
設
置
場
所

が
結
果
的
に
は
す
べ
て
否
決
さ
れ
て
、
立
田
村
大
字

船
頭
平
地
内
（
現
愛
西
市
立
田
町
福
原
）
に
設
置
さ

れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
加
え
、
船
頭
平
閘
門
が
完
成

し
た
後
、
再
び
鰻
江
川
や
青
鷺
川
で
の
閘
門
設
置
の
要

求
が
衆
議
院
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
述
し
ま

す
。

あ
き
ま
さ

閣議決定書〈出典：国立公文書館デジタルアーカイブ〉

高須輪中から提出された明治 35 年 7 月請願書の署名部分

〈出典：木曽川文庫蔵〉
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関
鍛
冶
と
は
、
現
在
の
岐
阜
県
関
市
地
域
に
在
住
し

た
鍛
冶
職
の
総
称
で
す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
鎌
倉
時

代
末
期
に
刀
祖
と
さ
れ
る
「
元
重
」
や
「
金
重
」
が
関

の
地
に
移
り
住
み
、
刀
剣
を
作
り
始
め
た
と
さ
れ
ま
す
。

関
の
地
は
、
美
濃
路
や
飛
騨
路
が
交
差
す
る
交
通
の
要

衝
で
あ
る
と
と
も
に
、
良
質
な
土
や
松
炭
、
そ
し
て
長

良
川
と
津
保
川
の
水
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
鍛
冶
職
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
に
は
日
本
一
の
刀
の
産
地
と
し
て
最
盛
期

を
迎
え
、
三
〇
〇
人
を
超
え
る
刀
鍛
冶
が
活
動
し
た
と

さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
に
関
鍛
冶
か
ら
は
、
孫
六
兼
元

や
和
泉
守
兼
定
な
ど
の
名
工
が
輩
出
さ
れ
、「
折
れ
ず
、

曲
が
ら
ず
、
よ
く
切
れ
る
」
と
い
わ
れ
た
関
の
刀
は
、

そ
の
名
を
全
国
に
広
め
て
い
き
ま
し
た
。

一
． 

は
じ
め
に

　
美
濃
は
、
中
世
か
ら
関
鍛
冶
や
美
濃
鍛
冶
に
代
表
さ

れ
る
刃
物
鍛
冶
や
刀
鍛
冶
が
活
発
に
活
動
し
た
地
域
で

あ
る
。
特
に
関
地
域
で
は
中
世
以
降
、
一
定
数
の
鍛
冶

職
が
存
在
し
続
け
、
近
代
ま
で
刀
剣
の
生
産
を
続
け
て

い
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
継
続
は
、
確
か
な
鍛
冶
技
術

に
よ
り
打
刃
物
が
作
ら
れ
続
け
て
い
た
こ
と
に
加
え
、

製
品
の
製
作
に
必
要
と
な
る
鉄
材
や
木
炭
の
確
保
、
そ

し
て
刀
剣
や
打
刃
物
を
販
売
す
る
流
通
路
の
確
立
が
必

要
と
な
る
。
そ
の
流
通
路
と
し
て
海
に
接
し
な
い
美
濃

国
で
は
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
木
曾
三
川
の
舟
運
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
、
当
国
で
鍛
冶
職

が
繫
栄
す
る
要
因
と
な
っ
た
。

　
今
回
は
美
濃
国
の
中
で
も
特
に
繁
栄
し
た
関
地
域

の
鍛
冶
職
（
以
後
関
鍛
冶
と
表
記
）
に
つ
い
て
、
商
品

の
流
通
と
い
う
点
か
ら
考
察
し
、
中
世
美
濃
国
の
鍛

冶
職
の
活
動
に
木
曾
三
川
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

分
析
す
る
。

二
． 

木
曾
三
川
の
役
割

　
川
は
物
資
を
は
じ
め
情
報
や
人
を
運
ぶ
重
要
な
流
通

路
で
あ
る
。
と
く
に
物
資
輸
送
に
つ
い
て
は
、
陸
上
輸

送
に
比
べ
て
大
量
な
物
資
を
廉
価
に
輸
送
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
近
世
に
入
っ
て
川
湊
が
整
備
さ
れ
大
い
に

発
展
し
た
。

　
美
濃
国
を
流
れ
る
木
曾
三
川
は
伊
勢
湾
と
繋
が
っ
て

お
り
、
伊
勢
湾
を
通
じ
て
尾
張
国
や
伊
勢
国
と
の
関
係

を
深
く
す
る
と
と
も
に
、
桑
名
湊
か
ら
船
を
通
じ
て
伊

勢
湾
沿
岸
部
や
遠
く
は
大
阪
や
江
戸
な
ど
へ
も
物
資
を

輸
送
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
木
曾
三
川
で
は
、
生
活

必
需
日
で
あ
る
塩
を
は
じ
め
米
や
麦
、
干
物
な
ど
が
川

下
か
ら
上
せ
荷
と
し
て
運
ば
れ
、
川
上
か
ら
は
年
貢
米

や
材
木
、
石
灰
、
炭
、
薪
と
い
っ
た
物
資
を
は
じ
め
、

特
産
品
で
あ
る
美
濃
焼
（
焼
き
物
）
や
美
濃
和
紙
、
生

糸
な
ど
を
運
ん
で
お
り
、
そ
の
特
産
品
の
一
つ
と
し
て

関
鍛
冶
の
打
刃
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
木
曾
三
川
に
よ
る
物
資
輸
送
は
、
江
戸
時

長良川と中世関鍛冶の繁栄
関市 産業経済部 観光課 関鍛冶伝承館担当　江西 奈央美

古式日本刀鍛錬の一般公開〈提供：関市産業経済部観光課〉

打刃物〈出典：関鍛冶伝承館所蔵〉

代
以
前
の
中
世
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
中
で

も
長
良
川
が
関
の
刀
剣
や
打
刃
物
の
物
流
に
影
響
を
与

え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
長
良
川
と
中
世
の
関
鍛
冶
に

関
す
る
具
体
的
な
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

他
製
品
の
流
通
の
実
例
な
ど
か
ら
そ
の
関
り
を
見
出
し

て
い
く
。三

． 

中
世
の
長
良
川
の

　
　
物
資
輸
送

　
中
世
の
長
良
川
を
用
い
た
物
資
輸
送
の
実
例
と
し

て
、
美
濃
和
紙
の
流
通
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
美
濃
国
は
古
く
か
ら
和
紙
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、

中
世
に
そ
の
生
産
の
中
心
地
で
あ
っ
た
牧
谷
（
美
濃
市
）

や
武
芸
谷
（
関
市
）
で
は
、
す
で
に
十
五
世
紀
に
は
大

矢
田
紙
市
を
設
け
て
美
濃
和
紙
の
取
引
を
行
い
、
大
い

に
繁
盛
し
て
い
た
。
中
世
で
の
京
へ
上
洛
す
る
和
紙
の

売
買
と
輸
送
は
、
近
江
の
枝
村
商
人
が
独
占
的
に
引
き

受
け
て
お
り
、
大
矢
田
紙
市
へ
枝
村
商
人
が
出
入
り
し

た
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
木
曾
三
川
が
合
流
し

伊
勢
湾
へ
つ
な
が
る
桑
名
に
は
、
枝
村
商
人
を
含
む
近

江
商
人
た
ち
が
関
与
し
て
、
中
世
後
期
に
商
人
宿
が
形

成
さ
れ
、
美
濃
和
紙
を
は
じ
め
様
々
な
製
品
が
集
積
さ

の
ぼ

み
な
と

に

ま
き
だ
に

む
　
げ
　
だ
に

や
　
だ
　か
み
い
ち

お

研究資料研究資料
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重竹遺跡 鍛冶工房跡〈出典 :新修 関市史 刃物産業篇〉

刀剣の銘文〈出典：関鍛冶伝承館所蔵〉

中世関鍛冶の勢力図〈出典：新修 関市史 刃物産業篇〉

重竹遺跡２期（14世紀後半～ 15世紀後半）の様相

〈出典：「中世の関町」掲載図を加筆修正〉

■
参
考
資
料

『
新
修
　
関
市
史
　
刃
物
産
業
編
』
　

一
九
九
九
年
　
関
市

『
岐
阜
県
史
　
通
史
編
　
中
世
』
　

一
九
六
九
年
　
岐
阜
県

『
美
濃
市
史
　
通
史
編
　
上
巻
』
　

一
九
七
九
年
　
美
濃
市

『
新
桑
名
市
誕
生
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦

　
国
・
織
豊
期
＠
桑
名
」
資
料
集
』
「
伊
勢
湾
流
通

　
の
特
質
～
桑
名
・
安
濃
津
・
大
湊
～
」
桑
名
市
・

　
桑
名
市
教
育
委
員
会
　
　
　
　

二
〇
一
四
年
　
伊
藤
裕
偉

『
中
世
・
近
世
移
行
期
に
お
け
る
美
濃
の
様
相
～
拠

　
点
的
な
場
の
形
成
と
変
容
～
』
「
中
世
関
の
様
相
」

　
城
下
町
科
研
・
美
濃
研
究
集
会
　

二
〇
一
六
年
　
森
島
一
貴

『
瀬
戸
物
と
し
て
売
ら
れ
た
美
濃
焼－

江
戸
時
代
の

　
焼
き
物
生
産
と
販
売－

』
「
美
濃
窯
に
お
け
る
江

　
戸
時
代
後
期
の
生
産
・
販
売
・
消
費
・
流
通
に
つ

　
い
て
」
土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
　

二
〇
一
八
年
　
中
嶌
茂

『
新 

体
系
日
本
史
十
二
　
流
通
経
済
史
』
　

二
〇
〇
二
年
　
桜
井
英
二
・
中
西
聡

『
網
野
善
彦
著
作
集 

第
九
巻
』
　

二
〇
〇
八
年
　
網
野
善
彦

れ
て
い
た
。
中
世
の
桑
名
は
物
資
の
集
散
地
と
し
て
機

能
し
、
木
曾
三
川
流
域
で
集
め
ら
れ
た
物
資
を
伊
勢
湾

沿
岸
部
や
近
江
を
経
て
京
都
・
北
陸
方
面
へ
と
運
ん
で

い
る
。
大
矢
田
紙
市
と
桑
名
は
そ
れ
ぞ
れ
長
良
川
に
隣

接
し
、
と
も
に
枝
村
商
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
長
良
川
の
水
運
を
利
用
し
た
物
資
輸
送
が
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
美
濃
和
紙
の
流
通
路
が
、
そ
の
ま
ま
材
質

の
異
な
る
関
の
刀
剣
類
や
打
刃
物
の
流
通
路
と
し
て
利

用
で
き
た
か
は
一
概
に
言
え
な
い
が
、
物
資
輸
送
に
お

け
る
長
良
川
の
利
用
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
関
か
ら
の
製
品
流
通
の
一
端
を
担
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

四
． 

重
竹
遺
跡
と
川
湊

　
長
良
川
を
製
品
の
流
通
路
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、

製
品
を
集
積
し
、
川
舟
に
載
せ
る
た
め
の
川
湊
が
必
要

と
な
る
。
中
世
の
関
地
域
に
お
け
る
川
湊
の
記
録
は
残

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
関
鍛
冶
と
長
良
川
に
ゆ
か
り

が
あ
る
も
の
と
し
て
重
竹
遺
跡
が
存
在
す
る
。

　
重
竹
遺
跡
は
長
良
川
左
岸
の
関
市
下
有
知
に
所
在
す

る
、
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
あ

る
。
そ
の
中
で
約
四
十
ｍ
四
方
の
土
塁
で
囲
ま
れ
た
中

世
の
鍛
治
工
房
跡
が
発
見
さ
れ
、
土
塁
の
内
側
に
は
火

床
を
伴
っ
た
建
物
や
焼
土
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、

鉄
滓
や
羽
口
、
砥
石
、
短
刀
、
火
打
金
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
出
土
物
の
内
容
か
ら
鍛
冶
を
行
う

作
業
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
十
四
世
紀
後

半
か
ら
十
六
世
紀
末
ま
で
こ
の
工
房
は
存
続
し
て
い

た
。
鍛
冶
工
房
の
存
続
期
間
は
、
関
鍛
冶
が
刀
剣
生
産

に
お
い
て
隆
盛
を
迎
え
た
こ
ろ
と
合
致
し
て
お
り
、
こ

の
工
房
跡
の
よ
う
な
施
設
が
関
の
周
縁
部
に
点
在
す
る

こ
と
で
、
多
数
の
刀
剣
生
産
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
江
戸
時
代
に
入
り
刀
剣
需
要
が
激
減
す
る
と
、

関
ヶ
原
の
戦
い
以
後
、
整
備
が
進
め
ら
れ
た
上
有
知
湊

や
関
町
へ
と
鍛
冶
職
が
移
住
し
た
こ
と
に
よ
り
、
工
房

が
消
滅
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
重
竹
遺
跡
に
は

鍛
冶
工
房
と
と
も
に
、
川
湊

を
伴
っ
て
い
た
と
す
る
指
摘

が
あ
る
。
近
世
以
前
に
は
長

良
川
の
東
に
流
れ
る
小
俣
川

が
そ
の
本
流
で
あ
り
、
重
竹

遺
跡
は
小
俣
川
の
左
岸
に

沿
っ
て
展
開
し
て
い
た
。
そ

の
中
で
も
小
俣
川
が
北
へ
流

れ
を
変
え
た
と
こ
ろ
の
や
や

北
側
に
、
十
三
世
紀
末
か
ら

十
五
世
紀
末
ま
で
居
住
域
が

形
成
さ
れ
て
お
り
、
出
土
遺

物
の
多
さ
や
川
に
隣
接
す
る

立
地
な
ど
か
ら
川
湊
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し

十
六
世
紀
以
降
に
は
川
湊
の

遺
構
は
確
認
で
き
な
く
な

り
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
も

の
の
室
町
時
代
の
途
中
で
川
湊
の
位
置
が
変
わ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
長
良
川
に
接
す
る
川
湊
の
存
在
は
、
資

料
が
少
な
い
た
め
そ
の
役
割
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
鍛
冶
工
房
が
郡
上
街
道
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と

と
併
せ
て
鍛
冶
職
が
活
動
す
る
上
で
好
条
件
で
あ
り
、

鍛
冶
原
料
の
確
保
や
生
産
物
の
流
通
に
有
利
に
働
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

五
． 

関
の
打
刃
物
の
流
通
域

　
中
世
に
お
い
て
関
で
生
産
さ
れ
た
刀
剣
や
打
刃
物

は
、
長
良
川
の
河
川
流
通
を
は
じ
め
、
人
馬
に
よ
る

陸
上
輸
送
な
ど
様
々
な
方
法
で
各
地
へ
と
流
通
し
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
多
数
の
製
品

は
、
実
際
の
と
こ
ろ
ど
こ
ま
で
流
通
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
打
刃
物
に
つ
い
て
は
記
録
が
残
っ
て
お
り
、『
教
言
卿

記
』
応
永
十
四
（
一
四
〇
七
）
年
の
「
剃
刀
、
一
手
、
ツ

カ
ノ
事
資
親
ニ
ア
ツ
ラ
ウ
也
、
セ
キ
カ
ミ
ソ
リ
也
」
を

は
じ
め
と
し
て
、
中
世
の
公
卿
や
僧
侶
の
日
記
類
に
、

美
濃
国
関
の
打
刃
物
や
鍛
冶
職
の
記
述
が
多
数
残
さ
れ

て
お
り
、
す
で
に
十
五
世
紀
に
は
、
打
刃
物
が
関
の
名

産
品
と
し
て
近
畿
地
方
で
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
さ
ら
に
、
応
永
年
間
（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）

よ
り
行
わ
れ
て
い
た
日
明
貿
易
に
お
い
て
関
の
打
刃

物
は
明
に
ま
で
流
通
し
、
明
の
茅
元
儀
が
著
し
た
『
武

備
志
』
に
は
長
門
（
山
口
）
よ
り
輸
出
さ
れ
た
兼
常
の

小
刀
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
以

外
に
も
、
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
流
通
品
は
無
数
に

あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
関
の
製
品
は
近
畿
地
方
を

中
心
と
し
て
、
広
範
囲
に
流
通
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

六
． 

関
の
刀
剣
の
流
通
域

　
一
方
で
刀
剣
に
つ
い
て
は
、
流
通
域
に
関
す
る
記
録

は
残
っ
て
い
な
い
が
、
関
鍛
冶
の
他
国
移
住
か
ら
そ
の

流
通
域
を
推
定
し
て
い
く
。

　
一
般
的
に
鍛
冶
職
は
、
鍛
冶
需
要
の
あ
る
場
所
に
移

住
も
し
く
は
出
職
を
し
て
生
計
を
立
て
る
職
人
で
あ

る
。
関
へ
の
鍛
冶
職
の
集
住
も
そ
の
一
種
で
あ
り
、
中

世
に
関
と
い
う
土
地
で
鍛
冶
需
要
が
高
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
動
き
と
並
行
し
て
、
関
で
は

他
国
へ
移
住
す
る
鍛
冶
職
も
増
加
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
関
鍛
冶
の
動
き
は
、
関
の
刀
剣
流
通
域
と
密
接
に
関

係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
特
に
永
禄
年
間
（
一
五
五
八

～
一
五
七
〇
）
以
前
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

　
刀
鍛
冶
の
移
住
は
、
移
住
先
で
刀
剣
が
不
足
し
て
い

た
、
も
し
く
は
現
地
生
産
に
よ
る
有
利
な
刀
剣
の
売
買

が
可
能
で
あ
っ
た
な
ど
の
要
因
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
移
住
先
の
土
地
で
は
、

関
の
刀
剣
が
満
足
に
流
通
し
て
い
な
い
状
態
や
、
他
地

域
の
製
品
と
競
合
し
て
い
た
状
態
が
想
定
さ
れ
、
関
の

刀
剣
流
通
の
勢
力
圏
と
他
地
域
の
勢
力
圏
の
緩
衝
地
帯

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
他
国
移
住
を
し
た
関
鍛
冶
は
、
東
は
越
後

（
新
潟
）、
北
は
加
賀
（
石
川
）、
西
は
山
城
（
京
都
）
に

及
ん
で
い
る
。
か
な
り
の
広
範
囲
で
あ
り
、
こ
の
範
囲

を
関
の
刀
剣
の
流
通
域
と
す
る
な
ら
ば
、
生
産
さ
れ
た

刀
剣
は
膨
大
な
数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
膨
大

な
数
の
刀
剣
を
関
か
ら
各
地
へ
流
通
さ
せ
る
た
め
に

は
、
陸
上
輸
送
は
も
ち
ろ
ん
、
物
資
輸
送
に
適
し
た
河

川
輸
送
の
利
用
が
必
然
的
に
想
定
で
き
、
流
通
路
の
一

つ
と
し
て
長
良
川
が
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

七
． 

中
世
関
鍛
冶
の
流
通
認
識

　
中
世
日
本
に
お
い
て
広
域
に
流
通
し
て
い
た
関
の
刀

剣
や
打
刃
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
制
作
し
て
い
た
関

鍛
冶
は
、
そ
の
広
範
囲
に
及
ぶ
流
通
を
ど
こ
ま
で
把
握

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
認
識
の
一
端
を
、
刀
剣
に
刻
ま
れ
た
銘
文
か
ら

想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
銘
文
は
基
本
的
に
刀
剣
が

制
作
さ
れ
た
際
に
入
れ
る
も
の
で
、
様
々
な
種
類
が
存

在
す
る
が
、
そ
の
中
で
刀
剣
の
流
通
域
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
居
住
地
銘
が
重
要
で
あ
る
。

　
居
住
地
銘
は
刀
剣
の
流
通
域
が
広
が
る
と
と
も
に
、

製
作
地
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
売
買
が
増
加
し
た
た

め
、
刀
剣
を
取
り
扱
う
商
人
や
購
入
者
が
そ
の
製
作
者

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、

関
や
美
濃
の
刀
剣
に
居
住
地
銘
が
増
え
る
の
は
十
五
世

紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
鍛
冶
職
の
関
へ
の
移
住
や

生
産
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、
流
通
量
や
流
通
域
が
増
え

た
た
め
居
住
地
銘
を
入
れ
る
必
要
が
出
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
刀
剣
の
広
域
流
通
が
早
く
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
備
前
刀
で
は
、
十
四
世
紀
か
ら
居
住
地
銘
を
伴

う
刀
剣
が
製
作
さ
れ
て
お
り
、
早
い
時
期
か
ら
刀
剣
の

流
通
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
居
住
地
銘
の
有
無
で
関
の
刀
剣
を
分
類
す
る
と
、「
〇

〇
作
」
な
ど
の
作
者
銘
の
み
の
も
の
は
関
周
辺
、「
関
住

〇
〇
作
」
と
入
れ
た
も
の
は
関
以
外
の
地
域
、「
濃
州
関

住
〇
〇
作
」
の
も
の
は
美
濃
国
以
外
の
地
域
で
の
売
買

を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ

う
し
た
銘
文
を
入
れ
た
の
が
鍛
冶
職
自
身
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
関
鍛
冶
は
あ
る
程
度
の
流
通
域
を
把

握
し
、
刀
剣
の
製
作
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

八
． 

お
わ
り
に

　
中
世
関
鍛
冶
の
繁
栄
に
つ
い
て
、
そ
の
生
産
し
た
製

品
の
流
通
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
製

品
は
か
な
り
の
広
範
囲
に
流
通
し
て
お
り
、
関
鍛
冶
も

そ
の
流
通
を
意
識
し
て
製
品
の
生
産
を
行
っ
て
い
た
。

そ
の
流
通
域
の
形
成
に
は
長
良
川
に
よ
る
河
川
物
流
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
当
時
物
資
の
集
散
地

で
あ
っ
た
桑
名
へ
製
品
が
流
通
し
、
桑
名
か
ら
太
平
洋

沿
岸
の
地
域
に
船
で
運
ば
れ
る
な
ど
、
関
鍛
冶
の
繁
栄

に
長
良
川
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。

　
ま
た
今
回
は
割
愛
し
た
が
、
鍛
冶
職
の
繁
栄
に
は
、

鉄
材
や
松
炭
と
い
っ
た
鍛
冶
原
料
の
安
定
的
な
供
給

も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
鉄
材
に
つ
い
て
は
、

そ
の
大
量
入
手
が
美
濃
国
内
で
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

国
外
か
ら
の
流
入
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
供
給

路
に
も
長
良
川
を
は
じ
め
木
曾
三
川
に
よ
る
物
流
が

利
用
さ
れ
た
可
能
性
は
高
く
、
鍛
冶
職
と
美
濃
の
水

運
の
繋
が
り
は
今
回
述
べ
た
も
の
以
上
の
も
の
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

し
げ
　
た
け

し
も
　
う
　
ち

ほ

どて
っ
さ
い

は
　
ぐ
ち

こ
　
う
　ず
ち

お
　ま
た
が
わ

と
き
つ
ぐ
き
ょ
う

き

お
う
え
い

ぼ
う
げ
ん

ぎ

び
　
し

か
ね
つ
ね

で

し
ょ
く

え
い
ろ
く

ぶ

き
ょ
じ
ゅ
う
　

ち

め
い

さ
く
し
ゃ
め
い
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濃
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岐
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史
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二
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一
八
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史
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史
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桜
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西
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作
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九
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』
　

二
〇
〇
八
年
　
網
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彦

れ
て
い
た
。
中
世
の
桑
名
は
物
資
の
集
散
地
と
し
て
機

能
し
、
木
曾
三
川
流
域
で
集
め
ら
れ
た
物
資
を
伊
勢
湾

沿
岸
部
や
近
江
を
経
て
京
都
・
北
陸
方
面
へ
と
運
ん
で

い
る
。
大
矢
田
紙
市
と
桑
名
は
そ
れ
ぞ
れ
長
良
川
に
隣

接
し
、
と
も
に
枝
村
商
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
長
良
川
の
水
運
を
利
用
し
た
物
資
輸
送
が
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
美
濃
和
紙
の
流
通
路
が
、
そ
の
ま
ま
材
質

の
異
な
る
関
の
刀
剣
類
や
打
刃
物
の
流
通
路
と
し
て
利

用
で
き
た
か
は
一
概
に
言
え
な
い
が
、
物
資
輸
送
に
お

け
る
長
良
川
の
利
用
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
関
か
ら
の
製
品
流
通
の
一
端
を
担
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

四
． 

重
竹
遺
跡
と
川
湊

　
長
良
川
を
製
品
の
流
通
路
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、

製
品
を
集
積
し
、
川
舟
に
載
せ
る
た
め
の
川
湊
が
必
要

と
な
る
。
中
世
の
関
地
域
に
お
け
る
川
湊
の
記
録
は
残

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
関
鍛
冶
と
長
良
川
に
ゆ
か
り

が
あ
る
も
の
と
し
て
重
竹
遺
跡
が
存
在
す
る
。

　
重
竹
遺
跡
は
長
良
川
左
岸
の
関
市
下
有
知
に
所
在
す

る
、
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
あ

る
。
そ
の
中
で
約
四
十
ｍ
四
方
の
土
塁
で
囲
ま
れ
た
中

世
の
鍛
治
工
房
跡
が
発
見
さ
れ
、
土
塁
の
内
側
に
は
火

床
を
伴
っ
た
建
物
や
焼
土
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、

鉄
滓
や
羽
口
、
砥
石
、
短
刀
、
火
打
金
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
出
土
物
の
内
容
か
ら
鍛
冶
を
行
う

作
業
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
十
四
世
紀
後

半
か
ら
十
六
世
紀
末
ま
で
こ
の
工
房
は
存
続
し
て
い

た
。
鍛
冶
工
房
の
存
続
期
間
は
、
関
鍛
冶
が
刀
剣
生
産

に
お
い
て
隆
盛
を
迎
え
た
こ
ろ
と
合
致
し
て
お
り
、
こ

の
工
房
跡
の
よ
う
な
施
設
が
関
の
周
縁
部
に
点
在
す
る

こ
と
で
、
多
数
の
刀
剣
生
産
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
江
戸
時
代
に
入
り
刀
剣
需
要
が
激
減
す
る
と
、

関
ヶ
原
の
戦
い
以
後
、
整
備
が
進
め
ら
れ
た
上
有
知
湊

や
関
町
へ
と
鍛
冶
職
が
移
住
し
た
こ
と
に
よ
り
、
工
房

が
消
滅
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
重
竹
遺
跡
に
は

鍛
冶
工
房
と
と
も
に
、
川
湊

を
伴
っ
て
い
た
と
す
る
指
摘

が
あ
る
。
近
世
以
前
に
は
長

良
川
の
東
に
流
れ
る
小
俣
川

が
そ
の
本
流
で
あ
り
、
重
竹

遺
跡
は
小
俣
川
の
左
岸
に

沿
っ
て
展
開
し
て
い
た
。
そ

の
中
で
も
小
俣
川
が
北
へ
流

れ
を
変
え
た
と
こ
ろ
の
や
や

北
側
に
、
十
三
世
紀
末
か
ら

十
五
世
紀
末
ま
で
居
住
域
が

形
成
さ
れ
て
お
り
、
出
土
遺

物
の
多
さ
や
川
に
隣
接
す
る

立
地
な
ど
か
ら
川
湊
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し

十
六
世
紀
以
降
に
は
川
湊
の

遺
構
は
確
認
で
き
な
く
な

り
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
も

の
の
室
町
時
代
の
途
中
で
川
湊
の
位
置
が
変
わ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
長
良
川
に
接
す
る
川
湊
の
存
在
は
、
資

料
が
少
な
い
た
め
そ
の
役
割
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
鍛
冶
工
房
が
郡
上
街
道
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と

と
併
せ
て
鍛
冶
職
が
活
動
す
る
上
で
好
条
件
で
あ
り
、

鍛
冶
原
料
の
確
保
や
生
産
物
の
流
通
に
有
利
に
働
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

五
． 

関
の
打
刃
物
の
流
通
域

　
中
世
に
お
い
て
関
で
生
産
さ
れ
た
刀
剣
や
打
刃
物

は
、
長
良
川
の
河
川
流
通
を
は
じ
め
、
人
馬
に
よ
る

陸
上
輸
送
な
ど
様
々
な
方
法
で
各
地
へ
と
流
通
し
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
多
数
の
製
品

は
、
実
際
の
と
こ
ろ
ど
こ
ま
で
流
通
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
打
刃
物
に
つ
い
て
は
記
録
が
残
っ
て
お
り
、『
教
言
卿

記
』
応
永
十
四
（
一
四
〇
七
）
年
の
「
剃
刀
、
一
手
、
ツ

カ
ノ
事
資
親
ニ
ア
ツ
ラ
ウ
也
、
セ
キ
カ
ミ
ソ
リ
也
」
を

は
じ
め
と
し
て
、
中
世
の
公
卿
や
僧
侶
の
日
記
類
に
、

美
濃
国
関
の
打
刃
物
や
鍛
冶
職
の
記
述
が
多
数
残
さ
れ

て
お
り
、
す
で
に
十
五
世
紀
に
は
、
打
刃
物
が
関
の
名

産
品
と
し
て
近
畿
地
方
で
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
さ
ら
に
、
応
永
年
間
（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）

よ
り
行
わ
れ
て
い
た
日
明
貿
易
に
お
い
て
関
の
打
刃

物
は
明
に
ま
で
流
通
し
、
明
の
茅
元
儀
が
著
し
た
『
武

備
志
』
に
は
長
門
（
山
口
）
よ
り
輸
出
さ
れ
た
兼
常
の

小
刀
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
以

外
に
も
、
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
流
通
品
は
無
数
に

あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
関
の
製
品
は
近
畿
地
方
を

中
心
と
し
て
、
広
範
囲
に
流
通
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

六
． 

関
の
刀
剣
の
流
通
域

　
一
方
で
刀
剣
に
つ
い
て
は
、
流
通
域
に
関
す
る
記
録

は
残
っ
て
い
な
い
が
、
関
鍛
冶
の
他
国
移
住
か
ら
そ
の

流
通
域
を
推
定
し
て
い
く
。

　
一
般
的
に
鍛
冶
職
は
、
鍛
冶
需
要
の
あ
る
場
所
に
移

住
も
し
く
は
出
職
を
し
て
生
計
を
立
て
る
職
人
で
あ

る
。
関
へ
の
鍛
冶
職
の
集
住
も
そ
の
一
種
で
あ
り
、
中

世
に
関
と
い
う
土
地
で
鍛
冶
需
要
が
高
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
動
き
と
並
行
し
て
、
関
で
は

他
国
へ
移
住
す
る
鍛
冶
職
も
増
加
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
関
鍛
冶
の
動
き
は
、
関
の
刀
剣
流
通
域
と
密
接
に
関

係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
特
に
永
禄
年
間
（
一
五
五
八

～
一
五
七
〇
）
以
前
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

　
刀
鍛
冶
の
移
住
は
、
移
住
先
で
刀
剣
が
不
足
し
て
い

た
、
も
し
く
は
現
地
生
産
に
よ
る
有
利
な
刀
剣
の
売
買

が
可
能
で
あ
っ
た
な
ど
の
要
因
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
移
住
先
の
土
地
で
は
、

関
の
刀
剣
が
満
足
に
流
通
し
て
い
な
い
状
態
や
、
他
地

域
の
製
品
と
競
合
し
て
い
た
状
態
が
想
定
さ
れ
、
関
の

刀
剣
流
通
の
勢
力
圏
と
他
地
域
の
勢
力
圏
の
緩
衝
地
帯

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
他
国
移
住
を
し
た
関
鍛
冶
は
、
東
は
越
後

（
新
潟
）、
北
は
加
賀
（
石
川
）、
西
は
山
城
（
京
都
）
に

及
ん
で
い
る
。
か
な
り
の
広
範
囲
で
あ
り
、
こ
の
範
囲

を
関
の
刀
剣
の
流
通
域
と
す
る
な
ら
ば
、
生
産
さ
れ
た

刀
剣
は
膨
大
な
数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
膨
大

な
数
の
刀
剣
を
関
か
ら
各
地
へ
流
通
さ
せ
る
た
め
に

は
、
陸
上
輸
送
は
も
ち
ろ
ん
、
物
資
輸
送
に
適
し
た
河

川
輸
送
の
利
用
が
必
然
的
に
想
定
で
き
、
流
通
路
の
一

つ
と
し
て
長
良
川
が
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

七
． 

中
世
関
鍛
冶
の
流
通
認
識

　
中
世
日
本
に
お
い
て
広
域
に
流
通
し
て
い
た
関
の
刀

剣
や
打
刃
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
制
作
し
て
い
た
関

鍛
冶
は
、
そ
の
広
範
囲
に
及
ぶ
流
通
を
ど
こ
ま
で
把
握

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
認
識
の
一
端
を
、
刀
剣
に
刻
ま
れ
た
銘
文
か
ら

想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
銘
文
は
基
本
的
に
刀
剣
が

制
作
さ
れ
た
際
に
入
れ
る
も
の
で
、
様
々
な
種
類
が
存

在
す
る
が
、
そ
の
中
で
刀
剣
の
流
通
域
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
居
住
地
銘
が
重
要
で
あ
る
。

　
居
住
地
銘
は
刀
剣
の
流
通
域
が
広
が
る
と
と
も
に
、

製
作
地
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
売
買
が
増
加
し
た
た

め
、
刀
剣
を
取
り
扱
う
商
人
や
購
入
者
が
そ
の
製
作
者

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、

関
や
美
濃
の
刀
剣
に
居
住
地
銘
が
増
え
る
の
は
十
五
世

紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
鍛
冶
職
の
関
へ
の
移
住
や

生
産
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、
流
通
量
や
流
通
域
が
増
え

た
た
め
居
住
地
銘
を
入
れ
る
必
要
が
出
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
刀
剣
の
広
域
流
通
が
早
く
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
備
前
刀
で
は
、
十
四
世
紀
か
ら
居
住
地
銘
を
伴

う
刀
剣
が
製
作
さ
れ
て
お
り
、
早
い
時
期
か
ら
刀
剣
の

流
通
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
居
住
地
銘
の
有
無
で
関
の
刀
剣
を
分
類
す
る
と
、「
〇

〇
作
」
な
ど
の
作
者
銘
の
み
の
も
の
は
関
周
辺
、「
関
住

〇
〇
作
」
と
入
れ
た
も
の
は
関
以
外
の
地
域
、「
濃
州
関

住
〇
〇
作
」
の
も
の
は
美
濃
国
以
外
の
地
域
で
の
売
買

を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ

う
し
た
銘
文
を
入
れ
た
の
が
鍛
冶
職
自
身
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
関
鍛
冶
は
あ
る
程
度
の
流
通
域
を
把

握
し
、
刀
剣
の
製
作
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

八
． 
お
わ
り
に

　
中
世
関
鍛
冶
の
繁
栄
に
つ
い
て
、
そ
の
生
産
し
た
製

品
の
流
通
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
製

品
は
か
な
り
の
広
範
囲
に
流
通
し
て
お
り
、
関
鍛
冶
も

そ
の
流
通
を
意
識
し
て
製
品
の
生
産
を
行
っ
て
い
た
。

そ
の
流
通
域
の
形
成
に
は
長
良
川
に
よ
る
河
川
物
流
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
当
時
物
資
の
集
散
地

で
あ
っ
た
桑
名
へ
製
品
が
流
通
し
、
桑
名
か
ら
太
平
洋

沿
岸
の
地
域
に
船
で
運
ば
れ
る
な
ど
、
関
鍛
冶
の
繁
栄

に
長
良
川
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。

　
ま
た
今
回
は
割
愛
し
た
が
、
鍛
冶
職
の
繁
栄
に
は
、

鉄
材
や
松
炭
と
い
っ
た
鍛
冶
原
料
の
安
定
的
な
供
給

も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
鉄
材
に
つ
い
て
は
、

そ
の
大
量
入
手
が
美
濃
国
内
で
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

国
外
か
ら
の
流
入
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
供
給

路
に
も
長
良
川
を
は
じ
め
木
曾
三
川
に
よ
る
物
流
が

利
用
さ
れ
た
可
能
性
は
高
く
、
鍛
冶
職
と
美
濃
の
水

運
の
繋
が
り
は
今
回
述
べ
た
も
の
以
上
の
も
の
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

し
げ
　
た
け

し
も
　
う
　
ち

ほ

どて
っ
さ
い

は
　
ぐ
ち

こ
　
う
　ず
ち

お
　ま
た
が
わ

と
き
つ
ぐ
き
ょ
う

き

お
う
え
い

ぼ
う
げ
ん

ぎ

び
　
し

か
ね
つ
ね

で

し
ょ
く

え
い
ろ
く

ぶ

き
ょ
じ
ゅ
う
　

ち

め
い

さ
く
し
ゃ
め
い
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表紙写真

平成30年の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

深
山
の
お
不
動
さ
ま 

（
多
治
見
市
笠
原
町
）

船ちゃんのこぼれ話 第十三話
ふね

「船頭平閘門（木曽川文庫）の住所は？　その１」
　現在の船頭平閘門（木曽川文庫）の住所（正確には所在地）表

記は、「愛西市立田町福原」です。「番地はないの？」「福原では

なく、西船頭平や十六石山と表記もあるけど？」との質問を頂

きましたので、住所について数回に分けて連載します。

　日本の住所表記の大元となっているは、地番です。「地番」と

は、明治時代に、土地一筆（筆＝土地の単位）毎に振られた番

号で、現在でも不動産登記等で使用されているものです。この

地番を利用する形（〇〇町２番地←地番の２番に地をつける）

での「番地」が本籍地表記として登場し、建物の住所表記とし

てもこの形式が使われるようになったからです。

　しかし、地番は、当初は順序良く並んでいたのですが、土地

の売買等により、欠番や枝番が生じ、時代が経つにつれその並

びが複雑になってしまった地域が発生しました。そこで「住居表示に関する法」が施工され、そのような地域には、実際の地番とは関係ない、新しい

番号を振り直した表記が導入されています。

　現在の日本での住所表記の大半は、上表住所①のような伝統的タイプか、住所②のような新タイプのどちらかとなっています。

　これ以外の少数派表記の１つに番外地タイプがあります。「番外地」とは、地番をふる作業の際に、地番を振らない「番外」とされた場所で、道路・

畦敷（あぜ道）・堤塘（堤防）や用悪水路・河川等でした。しかし、この作業が課税制度のためだったからか、官有地ではこれ以外でも地番の振られ

なかった場所があります。

　そのため、本来の番外となる道や河川以外にも、自衛隊施設・駅・山林などに地番の無い場所（無番地または無地番地）が存在しています。（現在、

無番地と番外地はほぼ同じ意味で使われています。）この場合の住所表記は、①無番地表記の「〇〇町官有地無番地」、②含まれる地名を使用した「〇〇

町〇〇地内」、③隣接した地名を使用した「〇〇町〇〇地先」の主に３タイプが使われています。

　次回は、明治の頃まで遡って閘門周辺の地名や地番をみてみたいと思います。

明治改修により大きく姿を変えた船頭平閘門周辺

出典：「地理院タイル（標準地図）」

に加筆  

『虎渓山永保寺の臥竜池』＜提供：一般社団法人 多治見市観光協会事務所＞
　　虎渓山永保寺は、鎌倉時代（1313年）に開創された禅寺で、中国蘆山の虎渓の風景（現在は世界遺産）に似ていたことに由来する
　と言われています。その境内には、臥龍池を中心として作庭された池泉回遊式庭園があり、国の名勝に指定されています。

いっぴつ

あぜしき ていとう

　
む
か
し
、
富
士
の
山
の
奥
に
お
不
動
さ
ま
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
お
不
動
さ
ま
は
、
深
山
の
方
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
滝
の
音
が
心
地

よ
い
の
で
、
い
つ
し
か
滝
の
そ
ば
に
行
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
山
に
柴
刈
り
に
や
っ
て
来
た
宇
助
と
い
う
若
者
に
、「
わ

た
し
を
深
山
の
滝
ま
で
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
い
か
」
と
声
を
か
け

ま
し
た
。
そ
の
声
に
驚
い
た
宇
助
は
、「
自
分
ひ
と
り
で
出
来
る
こ
と

で
は
な
い
の
で
村
の
人
と
相
談
す
る
」
と
言
っ
て
村
に
帰
り
ま
し
た
。

　
村
に
戻
っ
た
宇
助
は
、
庄
屋
さ
ん
に
お

不
動
さ
ま
の
頼
み
事
を
話
し
ま
し
た
。
庄

屋
さ
ん
は
、「
お
不
動
さ
ま
の
望
み
な
ら
、

村
の
み
ん
な
で
叶
え
て
差
し
上
げ
よ
う
」

と
言
っ
て
村
人
た
ち
を
集
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
村
人
総
出
で
お
不
動
さ
ま
を

深
山
の
滝
ま
で
運
び
ま
し
た
。

　
お
不
動
さ
ま
は
、「
長
い
間
の
願
い
が

叶
っ
て
嬉
し
い
。
お
礼
に
湯
の
沢
に
泉
を

湧
か
せ
て
、
そ
の
水
が
病
に
効
く
よ
う
に

し
て
あ
げ
よ
う
。」
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
経
っ
た
頃
、
村
で
疫
病
が
は
や
っ
て
、
医
者
に
診

て
も
ら
っ
て
も
原
因
も
わ
か
ら
ず
、
手
の
施
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
困
っ
た
村
人
が
庄
屋
さ
ん
の
家
に
集
ま
っ
て
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
宇
助
が
、
お
不
動
さ
ま
が
病
に
効
く
泉
を
く
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
泉
の
水
を
汲
ん
で
き
て
、
苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
に
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
み
る
み
る
病
が
治
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
村
で
は
、
は
や
り
病
の
と
き
に
は
泉
の
水
を
飲
ん
で
治

し
、
深
山
の
お
不
動
さ
ま
を
い
っ
そ
う
敬
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
典
：
『
か
さ
は
ら
の
昔
話
』
昭
和
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十
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木曽三川　歴史・文化の調査研究資料

1

地
　

域
　

の
　

歴
　

史

生
産
量
全
国
一
を
誇
る

　
　
　
　
多
治
見
市
笠
原
町
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル

5

歴

　
史

　
記

　
録

船
頭
平
閘
門
建
設
の
経
緯
と
幻
の
閘
門
　
第
三
編

請
願
の
採
択
経
緯

8

研

　
究

　
資

　
料

長
良
川
と
中
世
関
鍛
冶
の
繁
栄

関
市 

産
業
経
済
部 

観
光
課 

関
鍛
冶
伝
承
館
担
当
　
江
西 

奈
央
美

3

地
域
の
治
水
・
利
水

多
治
見
市
南
姫
地
区
の

　
　
　
　
　
暮
ら
し
に
根
付
く
木
曽
川
水
系
姫
川


